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「自

敬

表

現
」
研

究

史

０

西
　
田
　
直

敏

は

じ

め

に

―
―

「自
敬
表
現
」
研
究
史
の
時
代
区
分
―
―

所
謂

「自
敬
表
現
」
の
問
題
に
関
し
て
、
先
人
た
ち
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
意
識
し
、
関
心
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
、

ま
た
、

「自
敬
表
現
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
き
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
か
。
そ
し
て
、
確
実
な
知
見
と
言
え

る
も
の
は
何
か
、
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
も
の
は
何
か
、
こ
う
し
た
こ
と
を
歴
史
的
に
、
時
代
を
追

っ
て
跡
づ
け
る
こ
と
に
よ

っ

て
、

「
自
敬
表
現
」
研
究
史
と
し
て
整
理
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

「
自
敬
表
現
」
に
関
す
る
過
去
の
説
の
紹
介
は
、
江
湖
山
恒
明
氏
の

『
敬
語
法
』

（昭
和

一
九
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
そ
の
後
、

諸
説
を
要
約
し
て
示
し
た
論
文
に
は
、
尾
崎
知
光

「所
謂
自
敬
表
現
に
つ
い
て
」

（昭
和
三
〇
年
）
、

桑
田
明

「
地
位
表
現

ｏ
敬
軽
表

現

ｏ
荘
重
表
現
」

（昭
和
三
八
年
）
、
小
松
正

「古
代
の
自
敬
表
現
に
つ
い
て
」
（昭
和
四
六
年
）
が
あ
る
。
が
、

「自
敬
表
現
」
の
研

究
史
と
し
て
ま
と
ま

っ
た
も
の
は
ま
だ
な
い
。
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こ
れ
は
、
敬
語
研
究
史
が
、
石
坂
正
蔵
氏
の

『
敬
語
史
論
考
』

（昭
和

一
九
年
）
の
第

一
篇

「敬
語
研
究
の
歴
史
」
の
詳
細
な
論
考

を
凌
ぐ
も
の
の
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
た
し
か
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

石
坂
氏
は
、
敬
語
研
究
史
の
時
代
的
区
分
を
次
の
四
期
と
し
た
。

第

一
期
　
室
町
時
代
末
期
ま
で
ｏ

第
二
期
　
江
戸
時
代

第
二
期
　
明
治
大
正
時
代

（
下
限
は
昭
和
五
年
）

第
四
期
　
昭
和
時
代

（現
代
）

内
容
的
に
は
、
第

一
期
は
、
古
典
注
釈
に
お
け
る
関
心
と
注
意
、
第
二
期
は
、
国
学
者
其
他
の
研
究
及
び
関
心
、
第
三
期
は
、
研
究

と
関
心
で
、
日
清
戦
争
前
後
で
、
明
治
を
二
時
期
に
分
ち
、
大
正
以
後
を
、
第
三
小
期
と
し
て
、
前
期
、
中
期
、
後
期
と
称
し
、
言
文

一
致
、
標
準
語
等
の
国
語
問
題
、
国
語
教
育
、
文
典
、
研
究
論
文
、
研
究
書
を
扱

っ
て
い
る
。
第
四
期
は
、
意
義
と
影
響
の
大
き
い
学

説
と
し
て

「時
枝
博
士
の
敬
語
学
説
」
の
み
を
取
上
げ
て
い
る
。

こ
の
石
坂
氏
の
時
代
区
分
は
、

「
自
敬
表
現
」
研
究
史
に
も
適
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
敗
戦
を
境

と
し
て
、
日
本
の
社
会
制
度
が

一
変
す
る
の
で
、
本
論
文
で
は
、
第
四
期
は
昭
和
時
代
前
期

（昭
和
二
十
年
）
ま
で
と
し
、
以
後
を
第

五
期
、
昭
和
時
代
後
期

（現
代
）
と
す
る
こ
と
に
す
る
。

第

一
章
　
第

一
期
　
安
土
桃
山
時
代
ま
で

敬
語
研
究
史
に
お
け
る
第

一
期
、
即
ち
安
土
桃
山
時
代
ま
で
の
時
期
は
、
釈
日
本
紀
、
仙
覚
な
ど
の
万
葉
集
注
釈
、
仙
源
抄
な
ど
の

源
氏
物
語
注
釈
な
ど
の
古
典
注
釈
に
お
け
る
関
心
と
注
意
が
主
た
る
内
容
を
な
す
が
、
石
坂
氏
に
よ
れ
ば
、　
フ
」
の
期
の
註
繹
的
方
面
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に
於
け
る
言
語
待
遇

へ
の
注
意
は
、
看
過
、
誤
解
、
黙
認
な
ど
の
為
に
、
多
く
は
、　
は
つ
き
り
し
た
意
識
を
見
る
事
が
出
来
な
い
。
」

（七
四
頁
）
と
い
う
。

「
自
敬
表
現
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
殆
ど
注
意
も
払
わ
れ
ず
、
関
心
も
持
た
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

仙
覚
②
は
万
葉
集
開
巻
第

一
の
雄
略
天
皇
御
製
中
の

「
押
奈
戸
手
吾
許
曽
居
師
告
名
倍
手
吾
己
曽
座
」
を

「
フ
シ
ナ
ヘ
テ
、
フ
レ
コ

ソ
フ
ラ
シ
、
ツ
ケ
ナ
ヘ
テ
、
ワ
レ
コ
ソ
フ
ラ
シ
」
と
訓
み
、

「
倭
国
者
皆
是
吾
ミ
シ
マ
所
也
」
と
歌
意
を
説
い
て
い
る
電
　
そ
し
て
、

「
此
御
歌
詞
中
、
押
奈
戸
乎
、
吾
許
曽
居
師
、
告
名
倍
手
、
吾
己
曽
座
句
」
と
特
に
こ
の
句
を
取
り
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

「
居
」

と

「
座
」
の
敬
語
表
現
に
関
す
る
こ
と
で
な
く
、
対
に
そ
ろ
え
て
訓
む
べ
き
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
本
ノ
点

ニ
ハ
、　
フ
シ
ナ
ヘ
テ
、　
ワ
レ
コ
ソ
フ
ラ
シ
、　
ツ
ケ
ナ
ヘ
テ
、　
ワ
ン
コ
ソ
フ
ラ
メ
ト
点
ス
。
又
或
本

ニ
ハ
、　
フ
シ
ナ
ヘ

テ
、
ワ
レ
コ
ソ
ヰ
シ
カ
、
ツ
ケ
ナ
ベ
テ
、
ワ
レ
コ
ソ
フ
ラ
シ
ト
点
ス
。
ニ
ツ
共

ニ
ソ
ノ
コ
ト
ハ
フ
ト

ヽ
ノ
ヘ
ス
。

コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ

今
ノ
占
Ｔ

ハ
、　
フ
シ
ナ
ヘ
テ
、
　
ワ
レ
コ
ソ
フ
ラ
シ
、　
ツ
ケ
ナ
ヘ
テ
、　
ワ
ン
コ
ソ
フ
ラ
シ
、
ト
ト
ノ
ヘ
点
ス
ル
ナ
リ
。
古
人
伝
テ

云
、
長
歌
ヲ
ヨ
ム
ナ
ラ
ヒ
、
卜

ヽ
ノ
ヘ
タ
ル
句
ヲ
ヨ
メ
ル
フ
モ
チ
テ
、
其
故
実
ト
ス
ト
イ

ヘ
リ
増

関
心
は
専
ら
長
歌
の
句
を
整
え
て
訓
む
こ
と
に
あ

っ
て
敬
語
に
は
関
心
を
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

万
葉
集
叢
書
第
十
叢
の

『
万
葉
学
叢
刊
中
世
篇
』
で
は

「
万
葉
抄
上
」
が
仙
覚
の
訓
を
踏
襲
し
、

「御
製
の
心
」
と
し
て
、
仙
覚
の

「
御
製
歌
意
」
と

ほ
ぼ

同
文
で
述
べ
て
い
る
電
　
問
題
の
箇
所
は
、

「
日
本
国
は
皆
是
吾
し
め
給
所
也
」
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
訳

は
、
ま
さ
に

「
自
敬
表
現
」
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
仙
覚
も

「自
敬
表
現
」
に
解
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、

「自
敬
表
現
」
を

特
に
異
様
に
感
じ
な
か

っ
た
の
で
注
意
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
期
に
は
、
右
の
ほ
か
に
は
殆
ど
取
り
あ
げ
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
た
だ
、
十
六
世
紀
後
半
に
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
た
め
に
渡

来
し
た
宣
教
師
た
ち
に
よ
る
日
本
語
の
観
察
の
中
に
、
日
本
人
の
自
覚
し
て
い
な
い
敬
語
の
特
質
を
正
確
に
と
ら
え
た
記
述
の
あ
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
土
井
忠
生
氏
は

『
吉
利
支
丹
語
学
の
研
究
』
ｏ
の

「吉
利
支
丹
の
敬
語
観
」
の
章
で
、
ワ
リ
ニ
ア
ノ
（＞
一の
Ｘ
Ｓ
摯
ｏ

く
』
ｍ
●
目
ｏ
）
と
そ
の
随
員
だ

っ
た
メ
シ
ア

（Ｆ
８
お
ぶ
ｏ
〓
実
】じ

の
観
察
を
紹
介
し
て
い
る
。

今
、
そ
の
中
で
、　
メ
シ
ァ
が

一
五
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八
四
年

一
月
六
日
付
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
コ
イ
ン
ブ
ラ
学
林
長

へ
宛
て
て
書
い
た
書
簡
の

一
節
を
引
い
て
み
る
。

他
の
如
何
な
る
国
語
に
も
見
ら
れ
な
い
で
、
日
本
語
の
み
が
有
す
る
別
の
特
徴
は
、
立
派
な
言
葉
遣
を
学
ぶ
の
と
併
せ
て
、
充

分
な
教
養
を
積
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
大
人
に
対
す
る
の
と
子
供
に
対
す
る
の
と
、
ま
た
目
上
に
対
す
る
の
と
目

下
に
対
す
る
の
と
で
、
如
何
に
話
す
べ
き
か
を
知
り
、
又
誰
に
向

っ
て
話
す
場
合
に
も
守
る
べ
き
礼
儀
を
心
得
、
夫
々
の
場
合
に

使
ふ
べ
き
特
有
な
動
詞
な
り
名
詞
な
り
言
ひ
廻
し
な
り
を
会
得
し
た
上
で
な
け
れ
ば
、
何
人
と
雖
も
真
に
日
本
語
を
理
解
し
た
と

は
言

へ
な
い
の
で
あ
る
電

敬
語
を
単
に
言
葉
遣
と
し
て
で
は
な
く
、
礼
儀

ｏ
教
養
と
と
も
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
本
質
を
的
確
に
よ
く
と
ら
え
て
い
る
。

宣
教
師
た
ち
の
、
こ
う
し
た
日
本
語

へ
の
関
心
と
研
究
の
蓄
積
の
上
に
、

ロ
ド
リ
ゲ
ス

（ぢ
ぎ

”
＆
『】∞
馬
じ
　
の

『
日
本
大
文
典
』

（＞
「お

鮎
”
ｒ
●
∞
８

Ｑ
①
Ｆ
Ｂ
ヨ
）
（
一
六
〇
四
―

一
六
〇
八
年
刊
）
に
お
け
る
豊
富
な
敬
語
記
述
と
詳
細
な
説
明
が
展
開
さ
れ
、
初

め
て
当
時

「
自
敬
表
現
」
が
実
際
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第

二
章
　
第

二
期
　

江
戸

時
代

第
二
期
、
江
戸
時
代
の
敬
語
研
究
は
、　
国
学
者
の
古
典
研
究
に
伴
う
注
釈
、　
語
学
的
研
究
の
ほ
か
、　
歌
学
者
、
有
職
故
実
家
、　
儒

者
、
作
家
な
ど
の
随
筆
に
見
ら
れ
る
。
が
、
石
坂
氏
に
よ
れ
ば
、

「
日
本
語
が
敬
語
法
を
中
心
と
す
る
待
遇
表
現
の
方
面
で
頗
る
高
度

に
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
附
い
て
ゐ
な
い
ど
、　
即
ち
、　
敬
語
、
待
遇
語
と
い
う
語
彙
の
レ
ベ
ル
で
の
個
別
的
考
察
に
と
ど

ま

っ
て
い
て
、
敬
語
、
待
遇
表
現
の
組
織

ｏ
体
系
の
認
識
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
こ
の
時
代
の
ご
く
初
期
に
出
版
さ
れ
た

ロ
ド
リ
ゲ
ス
の

『
日
本
大
文
典
』
の
組
織
的
な
敬
語
記
述
と
行
き

と
ど
い
た
説
明
は
、
ま
さ
に
抜
き
ん
で
て
い
る
。
完
成
し
た
ラ
テ
ン
文
法
と
外
国
語
の
観
察
力
を
持

っ
て
い
た
外
国
人
宣
教
師
で
あ

っ
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た
か
ら
で
き
た
こ
と
で
あ
る
し
、
外
国
人
宣
教
師
た
ち
の
日
本
語
学
習
を
効
果
的
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
目
的
の
も
と
に
叙
述
さ
れ
た

が
為
の
成
果
で
あ
る
が
、
こ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
記
さ
れ
た
内
容
は
、
昭
和
に
至
る
ま
で
、
日
本
人
の
敬
語
研
究
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
は
な
か

っ
た
。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
、　
一
六

一
〇
年
、

マ
カ
オ
に
追
放
さ
れ
た
が
、　
マ
カ
オ
で
、　
三
全

一〇
年
に
、

『
日
本
小
文
典
』

（＞
」８

σ
お
お

Ｑ
”

〓
●
∞
８

］３
８
）

を
刊
行
し
た
。
土
井
忠
生
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
小
文
典
第

一
巻
巻
頭
の
日
本
語
の
特
質
概
説
に
お
け
る
敬
語
の

条
が
、　
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
日
本
語
敬
語
論
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
同
氏
の
訳
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
電

こ
の
国
語
の
動
詞
及
び
名
詞
は
、
尊
敬

ｏ
丁
寧

ｏ
謙
譲
の
色
々
な
関
係
に
よ
つ
て
用
ゐ
ら
れ
る
。
即
ち
、
身
分
の
高
い
者
や
低

い
者
に
就
い
て
話
し
、
又
そ
れ
に
向
つ
て
話
す
の
に
は
、
尊
敬
し
又
は
軽
蔑
す
る
度
合
を
明
確
に
示
し
た
特
定
の
語
が
あ
つ
て
、

そ
れ
を
如
何
な
る
時
如
何
な
る
法
に
も
用
ゐ
る
。
又
、
名
詞
に
接
続
す
る
色
々
な
助
辞
が
あ

つ
て
、
殊
更
に
品
位
を
添

へ
て
尊
敬

し
た
り
、
大
袈
裟
に
軽
蔑
し
た
り
す
る
の
に
用
ゐ
る
。
か
ゝ
る
動
詞
や
助
辞
の
用
法
は
常
に
誰
と
共
に
話
す
か
、
誰
に
就
い
て
話

す
か
、
誰
の
前
で
話
す
か
と
い
ふ
人
と
関
係
し
、
又
何
に
就
い
て
話
す
か
と
い
ふ
事
物
と
関
係
し
て
ゐ
る
。
随
つ
て
、
動
詞
や
助

辞
を
用
ゐ
る
の
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
尊
敬
や
丁
寧
の
意
を
添

へ
た
り
添

へ
な
か
つ
た
り
し
て
話
す
や
う
に
学
ぶ
事
が
肝
要
で

あ
る
。
　
公
一丁
表
）

土
井
氏
は
、
右
の
引
用
文
の
後
に
、

ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
敬
語
論
と
敬
語
観
察
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
の

日
本
語
敬
語
論
は

こ
ゝ
に
要
約
せ
ら
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、　
敬
語
の
示
す

意
味
は
待
遇
関
係
で
あ
る
と

し
、
そ
れ
に
尊
敬

ｏ
丁
寧

・
謙
譲
の
三
つ
の
場
合
の
あ
る
こ
と
を
認
め
、
如
何
な
る
品
詞
の
上
に
顕
著
に
現
れ
る
か
と
い
ふ
点
で

は
、
動
詞

（助
動
詞
を
含
む
）
と
名
詞
の
接
辞
と
を
挙
げ
、
更
に
又
敬
語
が
如
何
に
運
用
せ
ら
れ
る
か
と
い
ふ
方
面
に
も
着
目
し

て
、
対
話
手
、
話
題
に
上
す
人
、
同
席
の
傍
聴
者
、
そ
れ
ら
と
話
手
で
あ
る
自
己
と
の
身
分
上
の
相
対
的
関
係
及
び
話
題
に
上
す

事
物
と
人
と
の
関
係
が
待
遇
関
係
を
規
定
す
る
条
件
と
な
る
こ
と
を
明
か
に
し
、
敬
語
を
離
れ
て
の
談
話
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
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注
意
し
て
、
国
語
に
於
け
る
敬
語
の
重
要
性
を
強
調
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
敬
語
の
主
要
な
性
質
は
、
如
上
の
諸
点
で
略
ゝ
尽
き

て
ゐ
る
と
言
つ
て
よ
か
ら
う
。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
日
本
語
に
対
し
て
徹
底
し
た
観
察
を
下
し
た
事
は
、
こ
れ
に
よ
つ
て
も
窺
は
れ
る

が
、
更
に
個
々
の
敬
語
に
就
い
て
、
大
文
典
で
具
体
的
に
詳
述
し
た
所
を
見
る
な
ら
ば
、
当
時
外
国
人
に
よ
つ
て
か
く
ま
で
精
緻

な
研
究
が
な
さ
れ
た
事
に
敬
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
？

筆
者
も
亦
、
上
井
氏
の
見
解
に
全
く
同
感
で
あ
る
。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
行
き
と
ど
い
た
日
本
語
敬
語
観
察
を
示
す
も
の
の

一
つ
に
、

「自
敬
表
現
」

へ
の
注
意
が
あ
る
。
彼
は
、

『
日
本
大

文
典
ｏ
』

第
二
巻
の

「助
辞
を
伴
は
な
い
単
純
動
詞
に
於
け
る
敬
意
の
度
合
に
就
い
て
、

又
、
丁
寧
に
言
ふ
場
合
の
規
則
に
就
い
て
」

の

「
附
則

一
」
に
お
い
て
、

ｏ
自
分
自
身
と
か
身
分
の
低
い
者
と
か
に
就
い
て
話
す
の
に
は
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
敬
意
を
払
ふ
べ
き
で
な
く
、
話
す
対
手
と
か

そ
の
座
に
ゐ
る
人
と
か
に
応
じ
て
、
単
純
動
詞
か
卑
下
の
助
辞
と
の
複
合
語
か
を
使
は
ね
ば
な
ら
な
い
電

と
、
ま
ず
述
べ
て
、
そ
の
後
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ｏ

「
関
白
」

（Ｄ
Ｓ
ヨ
訂
８
）
と

「
公
方
」

（ｏ
●
ま
）
は
、
書
状
や
渡
航
免
許
状
に
お
い
て
、
自
分
自
身
に
敬
意
を
払

っ
た
言
ひ

方
を
す
る
。
こ
れ
が
そ
の
文
体
だ
か
ら
で
あ
る
。
例

へ
ば
、
く
０
お

こ
”
∽鶴
〓
ｃ
（仰
せ
出
だ
さ
る
る
）
、
く
多
ｏ
ｘ
Ｉ
①
〓

（思
召

す

）
、

Ｏ
ｃ
一８

ｘ
一Ｂ

８

匡

（
聞

召

す

）
、

く

９

８

ｏ
σ
一ユ

く
ｏ
ｇ

独

ヨ

８

匡

奪
普
び

に

思

召

す

）
、

な

ど

電

会
話
に
お
け
る
敬
語
表
現
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
中

へ
、
特
に
、
書
状
、
文
書
に
お
け
る
、
関
白
や
公
方
の

「
自
敬
表
現
」
を
持

ち
出
し
、　
フ
」
れ
が
そ
の
文
体
だ
か
ら
」
と
説
い
た
の
は
、
会
話
に
お
け
る
敬
語
の
用
法
と
あ
ま
り
に
変

っ
て
い
て
、
宣
教
師
た
ち
が

混
乱
し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
に
次
い
で
、
ス
ペ
イ
ン
人
の
ド
ミ
ン
ゴ
派
宣
教
師

コ
リ
ャ
ー
ド

（口
計
８

ｏ
ｏ
Ｆ
一
３

が

一
六

一
九
年
来
日
し
、
キ
リ

シ
タ
ン
禁
制
の
中
で
布
教
し
、　
三
公

〓
一年
、
宗
務
で
ロ
ー
マ
に
向
い
、　
三
全

〓
二
年
末
、

ロ
ー
マ
に
到
着
し
、　
三
全

一七
年
に

『
日
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本
文
典
』

（＞
口

０
８
日
ヨ
”
け【８
ｏ
Ｆ
Ｂ
●
】８
ｏ
ｒ
●
∞
く
器
）
を
刊
行
し
た
。
そ
の
敬
語
論
は
、
土
井
忠
生
氏
に
、

「敬
語
の
本
質
に

関
し
て
果
し
て
明
確
な
認
識
が
あ

っ
た
か
否
か
も
疑
は
し
く
、　
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
記
述
を
踏
襲
し
な
が
ら
改
悪
し
た
点
も
あ
り
、
新
に
加

へ
た
も
の
は
殆
ど
な
い
。
ｏ
」
と
酷
評
さ
れ
て
い
る
が
、

「
自
敬
表
現
」
に
注
意
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

敬
語
動
詞
は
常
に
第
三
人
称
に
従
う
。
王
者
で
な
い
か
ぎ
り
自
ら
に
敬
意
を
あ
ら
わ
す
者
は
な
い
。
王
者
は
自
分
の
こ
と
を
も

次
の
よ
う
に
云
う
。
】８
８
ｏ
げ
【ュ

ａ
げ
ｏ
Ｌ
ヨ
霧
ｃ
（喜
び
に
思
し
召
す
。
）
ω

な
お
、
ス
。ヘ
イ
ン
語
稿
本
に
は
、　
コ
ロび
に
思
し
召
す
」
の
後
に
、
く
０
お

こ
”
∽駕
民
匡
∞
ｏ
「”
”ざ

（仰
せ
出
さ
る
る
御
法
度
）
が
あ

る
と
い
う
？

コ
リ
ャ
ー
ド
の
説
明
で
は
、

「
自
敬
表
現
」
が
会
話
か
文
書
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
ス
ペ
イ
ン
語
稿
本
に
よ
る
と
文
書
の
こ
と
ば

に
属
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
外
国
人
に
よ
る
敬
語
観
察
に
比
し
て
、
日
本
人
に
よ
る
考
察
は
甚
し
く
見
劣
り
が
す
る
が
、
問
題
を

「
自
敬
表
現
」
に
限

っ
て
み
る
と
、
古
典
、
特
に
古
事
記
と
万
葉
集
の
注
釈
を
通
し
て
、
特
異
な
敬
語
と
し
て
の

「
自
敬
表
現
」
の
指
摘
と
と
も
に
、

「
自

敬
表
現
」
は
、　
神
や
天
皇
の
実
際
の
ン」
と
ば
で
あ
る
と
見
る
説

（本
居
宣
長
、
鹿
持
雅
澄

な
ど
）
と
、　
そ
れ
に
対
し
て
、

「
自
敬
表

現
」
は
、
神
や
天
皇
の
実
際
の
こ
と
ば
で
は
な
く
、
編
者
の
立
場
か
ら
、
加
え
ら
れ
た
敬
語
で
あ
る
と
す
る
説

（富
士
谷
御
枝
）
と
が

提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の

「
自
敬
表
現
」

へ
の
考
え
方
は
、
本
居
宣
長
以
前
の
宣
長
以
後
と
で
か
な
り
明
確
な
線
を
引
く
こ
と
が
で
き
る
。

宣
長
以
前
は
、

「
自
敬
表
現
」

へ
の
積
極
的
な
説
明
の
見
ら
れ
な
い
時
期
で
あ
る
。
今
、
万
葉
集
の
注
釈
書
に
よ
っ
て
順
次
見
て
み

よ

う

。
北
村
季
吟

『萬
葉
拾
穂
抄
』
ｏ

巻

一　
巻
頭
の
雄
略
天
皇
御
製
に
つ
い
て
、
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虚
見
津
　
　
山
跡
乃
国
者
　
押
　
奈
戸
手
吾

そ
ら
み
つ
や
ま
と
の
く
に
は
を
し
な

へ
て
わ
れ

許
曽
居
師
　
生
回
　
名
倍
手
吾
　
己
曽
居
師

こ
そ
を
ら
し
つ
け
な

へ
て
わ
れ
こ
そ
を
ら
し

と
訓
み
、

「
日
本
国
は
皆
是
わ
か
御
座
所
な
り
」
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
仙
覚
以
来
の
中
世
の
万
葉
集
注
釈
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い

で
い
る
だ
け
で
あ
る
。

下
河
辺
長
流

『萬
葉
集
管
見
』
ｏ
に
は
、

「
自
敬
表
現
」
に
関
わ
る
注
解
は
な
い
。

契
沖

『
萬
葉
代
匠
記
‰

万
葉
集
巻

一
巻
頭
の
雄
略
天
皇
御
製
に
つ
い
て
見
る
と
、
歌
句
の
訓
み
は
、
従
前
ど
お
り
で
あ
る
。

ワ
レ
コ
ソ
フ
ラ
シ
ハ
我

コ
ソ
フ
ン
ト
ノ
給
フ
古
語
ナ
リ
。
疑
ノ
詞

二
非
ス
。
下
同
ｒ此
。
古
事
記
曰
。
雄
略
帝
日
、
於
・一並

倭

国
・

除
皇
口
亦
無
／
王
卜
云
同
心
也
。

（精
撰
本
）
の

語
注
も
右
の
如
く
で
あ
る
。

次
に
、
巻
六
　
天
皇
賜
三
酒
節
度
使
卿
等
一御
歌

一
首
井
短
歌
　
に

将
御
在
　
天
皇
朕
　
宇
頭
乃
御
手
以
　
掻
撫
曽
　
祢
宜
賜
　
打
撫
曽

天
皇
朕

ハ
、
又
今
按
、
ス
メ
ラ
ワ
カ
ト
読

ヘ
シ
。
ウ
ツ
ノ
御
手

ハ

自
注
云
。
珍
此

云
〓
予
頭
一。
延
喜
式
第
八
、
祈
年

祝
詞
云
。

宇
豆
乃
弊
畠
乎
″
ざ
特
党
奉
畝
宣
。
ニ
ツ
ノ
祢
宜
賜

ハ
、
今
按
、

ヨ
ム
ト
モ
、
下

ハ
必
ラ
ス
ネ
キ
タ
マ
フ
ト
）
読
テ
句
絶
ト
ス
ヘ

敬
語
に
関
し
て
は
、
特
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

つ
い
て
見
る
と
、

「自
敬
表
現
」
に
関
わ
る
部
分
、
即
ち

「
我
者

祢
宜
賜
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。

、
神
代
紀
上
云
。
伊
奨
諸
尊
日
、
吾
欲
／
生
〓

鶴
♯
町
ガ
タ
召
∵
」

御
年
皇
神
能
前
欠
白
馬
白
猪
白
鶏
種
々
色
物
乎
備
、
皇
御
孫
命
能

（消
）

ト
モ
ニ
ネ
キ
タ
マ
フ
ト

（
ヨ
ム
ヘ
シ
。
或

ハ
上

ハ
ネ
キ
タ
マ
ヒ
ト

シ
。

（精
撰
本
Ｍ
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荷
田
春
満

『
萬
葉
集
僻
案
抄
』
②

巻

一
の
雄
略
天
皇
御
製
の
語
句
注
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

吾
許
曽
居
師
と
は
、
吾
と
は
、
天
皇
み
づ
か
ら
の
給
ふ
み
こ
と
ば
也
。
居
師
は
御
座
所
と
し
給
ふ
べ
し
と
也
。

吾
己
曽
座
と
は
、
上
に
お
な
じ
。
此
対
句
の
意
は
、
日
本
の
国
の
内
は
天
皇
の
御
座
所
な
れ
ば
、
命
令
を
ほ
ど
と
し
て
、
何
所
に

ま
し
ま
す
べ
き
も
、
叡
慮
ま
ゝ
な
る
よ
し
を
の
た
ま
ひ
て
、
須
児
に
天
皇
な
り
と
し
ら
せ
給

へ
る
也
電

「
吾
」
以
下
を
天
皇
の
発
言
と
し
て
と
ら
え
、
文
意
を
尊
敬
表
現
と
し
て
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
注
日
さ
れ
る
。

「
自
敬
表
現
」
と

し
て
踏
み
こ
ん
だ
説
明
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

賀
茂
真
淵

『
萬
葉
考
「

巻

一
巻
頭
の
雄
略
天
皇
御
製
の
語
解
を
見
て
も
、
問
題
に
な
る

「
吾
許
曽
居
師
」

「
吾
己
曽
座
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
注
し

て
い
る
の
み
で
あ
る
。

吾
許
曽
居
師
…
…
○
乎
良
志
は
、
乎
里
の
里
を
延
た
る
也
、
古

へ
の
天
皇
、
や
ま
と
に
宮
敷
ま
し
て
天
下
知
し
め
し
ヽ
故
、
只
や

ま
と
を
押
並
云
々
と
の
た
ま

へ
は
、
即
天
下
知
す
る
事
と
な
り
ぬ
。

吾
己
曽
座
。
六
一一一一Ъ

「自
敬
表
現
」
に
つ
い
て
、
明
確
な
意
識
を
持
ち
、
は
っ
き
り
し
た
形
で
説
い
た
の
は
、
本
居
宣
長
の
で
あ
る
。
宣
長
は
、
万
葉
集

に
関
し
て
は
、

『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
で
は
、
巻

一
、
巻
頭
の
雄
略
天
皇
御
製
に
つ
い
て
、
旧
訓
の
訓
み
の
う
ち

「
吾
許
曽
居
師
告
名

部
手
吾
己
曽
座
」
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
訓
み
、
こ
れ
が
以
後
の
定
訓
と
な

っ
た
。

吾
許
曽
居
。
師
吉
名
部
手
。
吾
己
曽
座
。

本
に
、
居
師
と
師
字
を
上
の
句

へ
つ
け
て
、
を
ら
し
と
訓
る
は
誤
也
、
こ
ゝ
は
を
ら
し
と
い
ひ
て
は
、
語
と
ヽ
の
は
す
、
又
吉
字

を
告
に
誤
り
て
、
つ
げ
な
べ
て
、
の
り
な
べ
て
な
と
よ
む
も
、
い
か
民
、
の
り
な
べ
と
い
ふ
こ
と
心
得
ず
、
こ
は
必
吉
字
也
、
し
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き
は
太
敷
坐
、
又
し
き
坐
国
な
る
と
い
へ
る
し
き
也
電

但
、
こ
こ
で
は
、

「
自
敬
表
現
」
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。

宣
長
の

「
自
敬
表
現
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、

『
古
事
記
伝
』
や

『
続
紀
歴
朝
詔
詞
解
』
に
見
え
る
。

ま
ず
、
『
古
事
記
伝
』
で
は
、
「
九
之
巻
」
の

「
神
代
七
之
巻
」
で
、
「
速
須
佐
之
男
命
詔
其
老
夫
。

是
汝
之
女
者
。

奉
於
吾
哉
」
に

注
し
て
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

○
奉
は
、
字
の
ま
ゝ
に
多
亘
麻
都
良
牟
夜
と
訓
べ
し
、

〔
旧
く
久
礼
牟
夜
と
訓
り
、
書
紀
も
同
じ
、
其
は
吾
に
奉

る
と
云
む
は
、

い
か
ゞ
と
思

へ
る
故
の
訓
な
れ
ど
も
、
上
代
に
は
、
貴
人
は
自
の
う

へ
を
も
、
尊
み
て
詔
ふ
こ
と
つ
ね
な
り
、
後
世
の
心
を
以
て

疑
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
、
久
流
と
云
言
も
、
土
佐
日
記
う
つ
ほ
物
語
な
ど
に
も
見
え
て
、
や
ゝ
古
け
れ
ど
、
な
ほ
然
は
訓
べ
き
に
あ

ら
ず
と
②

ま
た
、

『
続
紀
歴
朝
詔
詞
解
』
で
は
、

「
第

一
詔
」
の

「
貴
支
高
支
広
支
厚
支
大
命
乎
受
賜
利
恐
坐
三
」
に
お
け
る

「
恐
坐
三
」
に

つ
い
て
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

○
恐
坐

三
は
、
も
と
は
字
の
ご
と
く
、
恐
畏
る
ゝ
意
な
る
を
、
そ
れ
即
承
諾
ふ
意
に
な
り
て
、
万
葉
に
多
く
、
天
皇
の
命

畏

み

と
い
ひ
、
古
事
記
に
、
須
佐
之
男
命

の
、
櫛
名
田
比
亮
を
、
吾
に
奉
む
や
と
詔
な
る
御
答
に
、
足
名
椎
の
、　
恐

奉
む
と
い
へ
る

な
ど
み
な
然
り
、
俗
言
に
、
奉
／
長
と
い
ふ
こ
れ
也
、
さ
て
天
皇
は
、
御
ミ鰐
ラ

の
御
事
を
も
、
尊
み
て
詔
ふ
例
に
て
、
こ
ゝ
も
坐
畳

と
は
の
た
ま
ふ
な
り
、
此
た
ぐ
ひ
皆
然
り
電

宣
長
は
、
「
自
敬
表
現
」
が
実
際
の
天
皇
や
貴
人
の
こ
と
ば
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
断
じ
、
「
後
世
の
心
を
以
て
疑
ふ
べ
き
に
あ

ら
ず
」
と
ま
で
言

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
居
宣
長
の
影
響
は
極
め
て
大
き
か

っ
た
。
万
葉
集
の
注
釈
に
つ
い
て
み
て
も
、
以
後
の
橘

（加
藤
）
千
蔭
の

『
萬
葉
集
略
解
ω
」
、

橘
守
部

『萬
葉
集
檜
嬬
手
ｏ
』
、
岸
本
由
豆
流

『
萬
葉
集
改
證
』
、
鹿
持
雅
澄
の

『
萬
葉
集
古
義
』
な
ど
の
訓
み
や

「
自
敬
表
現
」
の
考
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え
方
な
ど
に
明
白
な
影
響
が
見
え
、
ま
た
、
宣
長
の

「
自
敬
表
現
」
批
判
と
し
て
、
富
士
谷
御
杖
の
説

（『
萬
葉
集
燈
り

が
現
れ
た
。

そ
の
中
で
、
宣
長
の

「
自
敬
表
現
」
説
を
継
承
し
た
岸
本
由
豆
流
と
鹿
持
雅
澄
の
説
と
、
宣
長
説
の
批
判
者
富
士
谷
御
杖
の
説
を
見
て

み
よ
う
。

岸
本
由
豆
流

『
萬
葉
集
改
證
』
ｏ

「
自
敬
表
現
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
巻
六
　
天
皇
賜
酒
節
度
使
卿
等
御
歌

一
首
の

「
天
皇
朕
」
の
注
釈
に
見
え
る
。

天
皇
朕
。
代
匠
記
に
、
す
め
ら
わ
が
よ
ま
れ
し
に
依
べ
し
。
天
皇
を
ば
、
常
に
、
す
め
ろ
ぎ
と
申
せ
ど
、
す
め
ら
と
も
申
す
こ
と
、

一
一
“
七
に
、　
須ス
米メ
良ラ
美ミ
久ク
佐サ
爾二
ヽ
和
例レ
波′、
伎キ
酢
之シ
乎ヲ
Ｏ
ま

、た
・
升
加
久ク
炒
涯
始
、
安
加
計
計
ひ
酔
十
ヽ
行
売メ
ル
弊へ
爾二
ヽ
伎キ
波′、
米メ
静

久
之
三
云
々
な
ど
あ
り
て
、
続
紀
、
天
平
勝
宝
元
年
四
月
甲
午
朔
詔
に
、
天
皇
羅
我

叙
コガ

々
。
神
護
景
雲
三
年
九
月
己
丑
詔
に
、

天
皇
良
我
御
命
云
々
な
ど
あ
る
に
て
し
る
べ
し
。
ま
た
、
和
銅
元
年
正
月
乙
巳
詔
に
、
今

皇

朕
御
世
爾

当

而
坐
者
云
々
。
大
殿

祭
祝
詞
に
、　
皇

我
宇
都
御
子
、
皇
一御
孫
之
幕
』
云
々
と
あ
る
は
、
専
ら
こ
ゝ
と
同
じ
。
さ
て
、
こ
ゝ
に
天
皇
朕
と
詔
た
ま
ひ
、
ま

た
宇
頭
乃
御
手
と
も
、
祢
宜
賜
と
も
、
御
自
ら
尊
称
し
て
の
た
ま
ふ
は
、
古

へ
の
例
也
。
書
紀
、
雄
略
紀
、
天
皇
御
製
に
、
野
磨

等卜
僣
、
呼
武ム
胸
静
勝
該ヶ
作
、
之シ
々、
符フ
須ス
登卜
、
静
仲
枠
挙コ
僣
酔
登卜
、
飾
哀ホ
摩マ
陛へ
作
、
摩マ
呼
須ス
、
飾
哀ホ
枠
謄
簸′、
、
胸
拠コ
呼
枠
肺
斯シ
題テ
云

々
と
あ
る
も
、
御
自
ら
尊
称
し
て
の
た
ま

へ
り
。
紀
に
多
か
る
宣
命
も
、
み
な
こ
の
例
な
り
電

詔
、
祝
詞
、　
天
皇
御
製
な
ど

他
の
例
を
示
し
て
、

「
自
敬
表
現
」
説
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。　
こ
う
し
て
展
開
し
た
江
戸
時
代
の

「
自
敬
表
現
」
説
に
理
論
的
な
根
拠
を
与
え
、
明
治
以
後
の

「
自
敬
表
現
」
説
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
鹿
持
雅
澄
で
あ
る
。

鹿
持
雅
澄

『
萬
葉
集
古
義
』
ｏ

江
戸
時
代
の
万
葉
学
を
集
大
成
し
た
と
言
わ
れ
る
鹿
持
雅
澄
は
、
本
居
宣
長
か
ら
岸
本
由
豆
流
に
至
る

「
自
敬
表
現
」
説
に
、
日
本

独
自
の
天
壌
無
窮
の

当

部
年
の
尊
厳
性
に
よ

っ
て
至
尊
で
あ
る
天
皇
の
こ
と
ば
に

「自
敬
表
現
」
が
備
わ
る
と
説
い
た
。
彼
は
、
万
葉

集
巻
頭
の
雄
略
天
皇
御
製
の

「
吾
己
曽
座
」
の
注
と
し
て
、
そ
の
考
え
方
を
詳
述
し
て
い
る
。
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○
吾
己
曽
座

（座
を
拾
穂
本
に
居
師
と
あ
る
は
、
上
の
居
師
を
見
ま
が

へ
て
写
誤
れ
る
な
り
、）

座
は
マ
セ
と
訓
べ
し
、　
御
み
づ

か
ら
し
か
詔
む
は
、
い
か
ゞ
と
お
も
ふ
は
後
世
意
な
り
、

（
か
ら
国
に
こ
そ
、
高
貴
人
も
み
づ
か
ら
を
謙
退
て
、
寡
人
不
穀
な
ど

や
う
に
い
へ
る
こ
と
常
な
れ
ど
、　
そ
は
う
は
べ
の
へ
つ
ら
ひ
な
り
、　
皇
朝
の
古
に
さ
る
趣
な
る
は
ひ
と
つ
も
あ
る
こ
と
な
し
、）

同
じ
天
皇
大
御
歌
に
、
阿
具
良
葦
能
迦
微
能
美
畳
母
知
比
久
許
登
爾
、
と
御
自
の
御
事
を
よ
ま
せ
賜
ひ
、
既
く
須
佐
之
男
命
御
み

づ
か
ら
、
吾
御
心
須
賀
々
々
斯
と
詔
ひ
、
八
千
矛
神
御
み
づ
か
ら
、
夜
知
富
許
能
迦
微
能
美
許
登
波
云
々
、
と
よ
ま
せ
賜
ひ
し
類

い
と
多
く
、
此
集
六
巻
聖
武
天
皇
の
、
節
度
使
に
御
酒
を
賜

へ
る
大
御
歌
に
も
、
手
抱
而
我
者
将
御
在
天
皇
朕
宇
頭
乃
御
手
以
掻

撫
曽
祢
宜
賜
打
撫
曽
祢
宜
賜
云
々
、
と
よ
ま
せ
賜

へ
り
、

（
さ
ば
か
り
仏
を
信
服
ひ
賜
ひ
し
御
代
に
す
ら
、
な
ほ
御
み
づ
か
ら
か

く
詔

へ
る
に
て
、
あ
な
か
し
こ
天
皇
の
稜
威
は
、　
天
下
に
又
た
ぐ
ひ
な
く
、　
尊
く
大
坐
坐
こ
と
を
お
も
ふ
べ
し
、
）
そ
も
ノ
ヽ
皇

御
孫
命
の
御
天
降
り
ま
し
ゝ
時
、
天
照
大
御
神
、
大
御
手
に
天
つ
璽
の
神
宝
を
さ
ゝ
げ
も
た
し
て
、
豊
葦
原
の
水
穂
国
は
、
が
だ

秋

の
長
五
百
秋
に
、
吾
御
子
の
し
ろ
し
め
す
べ
き
国
な
り
、
故
皇
御
孫
命
天
降
坐
て
し
ろ
し
め
せ
、
天
つ
日
嗣
の
隆
え
ま
し
ま
さ

む
こ
と
、
天
壌

の
む
た
無
窮
な
ら
む
と
、
こ
と
よ
ざ
し
賜

へ
り
し
、
神
勅
の
ま
に
ノ
ヽ
、
神
代
よ
り
今
の
を
つ
ゝ
に
、
か
け
ま
く

も
か
た
じ
け
な
く
も
、
御
世
々
々
の
天
皇
命
の
、
こ
の
食
国
天
下
を
、
天
雲
の
む
か
ふ
す
か
ぎ
り
、
谷
嘆
の
さ
わ
た
る
き
は
み
、

お
し
へ
べ
て
を
さ
め
賜
ひ
、
し
き
な
べ
て
し
ろ
し
め
し
ま
し
ま
せ
ば
、
天
下
に
た
れ
し
の
人
か
、
わ
が
大
君
天
皇
の
、
大
御
恵
を

か
ゞ
ふ
ら
ざ
る
べ
き
、
か
ゝ
れ
ば
古
ご
と
学
す
る
徒
は
、
か
り
に
も
後
世
の

邪

説

ど
も
に
ま
ど
は
ず
し
て
、
御
世
々
々
の
天
皇

は
、
や
が
て
大
御
神
の
御
子
命
に
ま
し
ま
し
て
、
現
御
神
と
大
八
島
国
し
ろ
し
め
す
こ
と
な
れ
ば
、
高
御
座
天
の
日
嗣
の
、
又
た

ぐ
ひ
な
く
尊
く
か
し
こ
く
ま
し
ま
す
こ
と
を
、
東
の
間
も
忘
る
べ
き
に
あ
ら
ず
、
さ
れ
は
此
大
御
歌
を

陶

だ
」
に
載
て
、　
皇

大

朝
廷
の
大
御
威
徳
を
ま
づ
示
し
た
る
こ
と
、
撰
者
の
微
意
あ
る
に
似
た
り
、
あ
な
か
し
こ
、

（因
に
云
む
、
か
ら
く
に
周
の
代
の

は
じ
め
つ
か
た
、
成
王
と
云
し
が
時
に
、
叔
父
の
周
公
旦
と
云
も
の
が
、
成
王
に
告
た
り
し
と
云
伝

へ
た
る
詩
、
毛
詩
大
雅
に
載

て
人
皆
知
た
る
が
如
し
、
其
ノ

中
に
、
無
ン

【
念
コ「

爾
祖
夕

・、
ギ
す二
修
メ

ニ版
徳ヲ
ヽ

永ク
言
二酵

【命
二ヽ

自
求
ョ

〓多
福
ヲ

一、
殷
之
末
ン喪
／師

ヲ
ヽ
克
ク

酉己
フ

〓
上
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帝
ヽ

宜
霊
一千
殷
一駿
命
不
／易
、
と
い
へ
り
、　
こ
れ
成
王
の
祖
父

文
王
を
法
と
し
て
其
徳
を
修
め
、　
万
民
を
な
づ
け
し
た
が

へ

て
、
子
孫
末
永
く
天
命
に
配
ひ
福
を
求
め
よ
、　
も
し
徳
を
修
む
る
心

一
日
片
時
も
間
断
あ
ら
ば
、　
祖
先
に
も
と
り

天
命
に
そ
む

き
て
、
つ
ひ
に
国
を
亡
さ
む
と
、
ち
か
く
殷
の
代
の
興
亡
を
豊
と
す
べ
し
、
天
の
駿
命
不
／
易

甚
難
き
わ
ざ
ぞ
、　
よ
う
せ
ず
ば
あ

や
ふ
か
り
な
む
を
と
、
い
と
深
切
に
反
覆
し
戒
た
り
、
さ
し
も
名
を
得
し
周
公
旦
な
れ
ば
こ
そ
、
武
王
が
か
ら
う
じ
て
取
得
た
り

し
天
下
な
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
能
し
て
人
に
奪
わ
れ
ぬ
や
う
に
せ
よ
と
、
下
お
そ
ろ
し
く
そ
ゞ
ろ
寒
さ
に
、
天
命
に

託

て
深
く

戒
め
た
る
な
れ
、
異
国
の
風
俗
に
て
は
ま
こ
と
に
さ
も
あ
る
べ
し
、
あ
な
か
し
こ
ノ
ヽ
、
わ
が
天
皇
命
を
さ
る
王
ど
も
と
、
か
り

に
も
ひ
と
し
な
み
に
申
す
べ
き
事
か
は
、　
天
壌
無
窮
と

事
依
し
賜
ひ
て
、　
天
照
大
御
神
の
御
自
さ
づ
け
賜

へ
る

皇

統

に
ま
し

ノ
ヽ

て
、
天
地
の
よ
り
合
の
き
は
み
と
き
は
に
か
き
は
に
、
い
く
万
代
を
経
て
も
動
き
坐
ぬ
大
君
に
大
坐
ま
せ
ば
、
御
代
御
代
の

天
皇
は
、
善
も
ま
し
ま
せ
悪
も
ま
し
ま
せ
其
論
を
ば
す
て
ゝ
、
ひ
た
ぶ
る
に
尊
み
敬
ひ
畏
み
拝
み
て
、
か
り
に
も
側
よ
り
う
か
ゞ

ひ
奉
る
事
あ
た
は
ず
、
た
と
ひ
た
ま
ノ
ヽ

こ
の
理
に
背
き
て
、
畏
く
も
皇
朝
廷
に
射
向
奉
れ
る
械
悪
き
賊
奴
あ
り
て
も
、
其
は
い

く
ほ
ど
な
く
つ
ひ
に
神
代
の
古
事
の
ま
に
ノ
ヽ
、
皇
朝
の
稜
威
を
か
ゞ
や
か
し
て
、
た
ち
ま
ち
に
あ
と
か
た
な
く
う
ち
滅
し
賜

へ

る
事
、
前
々
の
樅
跡
に
付
て
見
べ
し
、
さ
れ
ば
こ
そ
異
国
に
て
は
、
天
子
と
称
て
ほ
こ
り
を
る
も
の
す
ら
、　
焼

倖

な
れ
ば
、
し

ば
し
も
徳
と
云
も
の
を
失
ひ
て
、
人
の
な
づ
く
べ
く
か
ま

へ
ざ
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
傍
の
人
に
天
下
を
奪
は
れ
と
ら
れ
な
む
と
お
も

ふ
心
よ
り
、
さ
も
な
き
こ
と
に
も
心
な
ら
ず
、
人
に
謙
下
り

へ
つ
ら
ひ
て
、
真
の
心
を
ば
あ
ら
わ
さ
ず
、
う
は
べ
を
つ
く
ろ
ひ
か

ざ
る
風
俗
な
る
を
、
そ
の
風
俗
と
は
、
雪
と
炭
と
の
如
く
き
よ
く
か
は
り
て
、
此
大
御
歌
に
、
押
奈
戸
手
吾
許
曽
居
師
吉
名
倍
手

吾
己
曽
座
と
、
又
た
ぐ
ひ
な
く
尊
く
大
坐
す
こ
と
を
、
つ
く
ろ
ひ
賜
は
ず
か
ざ
り
賜
は
ず
、
あ
り
の
ま
ゝ
に
の
た
ま

へ
る
こ
と
、

読
た
び
に
か
へ
す
ハ
ヽ
あ
り
が
た
く
も

た
ふ
と
く
も
お
ぼ
ゆ
る
を
、　
此
所
に
心
を
と
ゞ
め
て
、　
お
ほ
ろ
か
に
誦
過
し
申
さ
ず
し

て
、
い
よ
ノ
ヽ
ま
す
ま
す
、
天
壌
無
窮
皇
統
の
か
た
じ
け
な
く
、
又
な
く
か
し
こ
き
こ
と
を
思
ひ
奉
り
て
、
皇
朝
を
ふ
か
く
厚
く

尊
み
重
み
敬
ひ
奉
り
崇

へ
奉
り
て
、
か
り
に
も
異
国
の
風
俗
な
ど
ゝ
は
似
も
よ
ら
ず
は
る
か
に
す
ぐ
れ
て
、
い
み
じ
き
ほ
ど
を
思
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ふ
べ
し
、
あ
な
か
し
こ
ノ
ヽ
、
）
ω

こ
の
雅
澄
の

「
自
敬
表
現
」
観
に
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
本
居
宣
長
以
下
の
言
説
は
神
秘
的
信
仰
的
で

一
種
の
不
可
知
論

に
陥

っ
て
い
て
、
説
得
力
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
弱
点
を
鋭
く
突
い
た
の
が
、
富
士
谷
御
杖
で
あ
る
。

富
士
谷
御
杖

『萬
葉
集
燈
』
①

富
士
谷
御
杖
は
、
父
富
士
谷
成
章
の
学
を
継
承
し
て
、　
本
居
宣
長
に
対
抗
し
、

『古
事
記
燈
』

（
一
八
〇
七
）
ｏ
を
著
し
た
。

分
析

的
で
理
論
的
な
御
杖
は
、
そ
の

「
大
旨
」
に
、

「
上
巻
非
史
緋
」
を
書
き
、
宣
長
が

『
古
事
記
伝
』
で
、
上
巻
、
即
ち
神
代
を
史
実
、

実
録
と
し
て
扱

っ
た
こ
と
を
、
声
を
大
に
し
て
批
判
し
、
非
難
し
た
。
御
杖
は
、
こ
れ
を

「
言
霊
」
に
よ
る
も
の
で
、
人
情
世
態
の
比

喩
的
表
現
乃
至
象
徴
的
表
現
と
解
し
て
い
る
。
宣
長
の
不
可
知
論

へ
の
批
判
の

一
部
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

伝
の
う
ち
、
す
こ
し
も
あ
や
し
く
心
え
が
た
き
所
々
は
、
か
ゝ
る
事
深
く
た
づ
ぬ
る
は
か
ら
心
な
り
と
み
え
た
り
、
さ
ら
ば
聞
え

ま
ぬ
ゝ
に
な
し
お
く
を
ば
、
や
ま
と
心
と
や
い
は
ん
、
い
と
お
ほ
つ
か
な
き
事
な
り
や
Ψ

御
杖
は
、

『萬
葉
集
燈
』
に
お
い
て
、
開
巻
第

一
の
雄
略
天
皇
御
製
の
注
解
の
中
で
、

「
師
吉
名
倍
手
吾
己
曽
座
」
を

「
シ
キ
ナ
ベ

テ
ワ
レ
コ
ソ
フ
レ
」
と
訓
ん
だ
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

○
師
吉
名
倍
手
　
こ
の
吉

の
字
、
告
に
つ
く
れ
る
は
誤
な
る
べ
し
。
師
吉
は
、
太
敷
坐
な
ど
い
ふ
が
如
く
、
知
と
い
ふ
心
な
り
。

高
知
を
高
敷
と
い
ふ
に
て
も
し
る
べ
し
。
名
倍
手
は
、
上
に
同
じ
。
こ
の
座
を
ば
、
宣
長
は
ま
せ
と
よ
み
き
。
こ
れ
は
、
神
典
に

さ
る
例
あ
れ
ば
な
る
べ
し
。
須
佐
之
男
命
御
み
づ
か
ら
、
吾
御
心
須
賀
須
賀
斯
。
と
お
ほ
せ
ら
れ
、
ま
た
八
千
文
神
の
、
御
み
づ

か
ら
夜
知
富
許
能
迦
微
能
美
許
登
波
云
々
。
と
よ
ま
せ
給
ひ
し
に
よ
れ
ば
、
さ
る
事
と
も
お
ぼ
ゆ
れ
ど
、
も
と
、
神
典
は
神
の
御

心
を
は
か
り
奉
り
て
、　
後
よ
り
か
き
、　
後
よ
り
よ
み
た
る
も
の
な
る
を
、　
宣
長
は
実
録
と
み
た
る
よ
り
の
説
な
り
。

御
み
づ
か

ら
、
い
か
で
さ
は
の
り
給
は
む
。
し
か
る
べ
か
ら
ざ
る
事
は
、
古
事
記
燈
を
み
て
さ
と
る
べ
し
。
こ
れ
は
、
帝

の
御
う

へ
な
る
が

故
に
、
家
持
卿
の
、
心
え
て
し
か
ゝ
れ
た
る
に
て
、
な
ほ

「
を
れ
」
と
よ
む
べ
き
也
電
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即
ち
、

「
神
典
」
で
あ
る
古
事
記
に
登
場
す
る
神
々
の
こ
と
ば
は
、
そ
の
実
際
の
こ
と
ば
で
は
な
く
、
後
代
の
人
々
が
尊
敬
表
現
を

加
え
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
宣
長
が
実
録
と
見
た
た
め
に
、
古
の
神
、
天
皇
、
貴
人
は
、

「自
敬
表
現
」
を
用
い
た
と
誤
解

し
た
の
で
あ

っ
て
、　
自
分
自
身
に
敬
語
を
用
い
て
話
す
よ
う
な
こ
と
は

な
か

っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

御
杖
は
、

『
古
事
記
燈
』
の

「
大
旨
下
」

「
神
人
耕
」
で
、

人
と
い
ふ
は
、
神
を
身
内
に
や
ど
し
た
る
も
の
ゝ
名
也
、
神
と
い
ふ
は
、
人
の
身
内
に
や
ど
り
た
る
も
の
を
云
也
Ψ

と
い
う
神
人
観
に
立

っ
て
、
宣
長
説
を
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ぬ
し
の
説
、
い
と
お
ほ
ほ
し
き
こ
と
な
ら
ず
や
、
こ
れ
を
ひ
と

へ
に
神
と
い
ふ
も
の
を
く
は
し
く
せ
ら
れ
ず
し
て
、
た
ゞ
皇

御
祖
た
ち
を
尊
び
て
、
神
と
称
し
た
る
物
な
り
と
の
み
思
は
れ
け
ん
が
ゆ
ゑ
な
り
と
お
ぼ
し
き
な
り
Ｑ

御
杖
に
は
、
独
自
の
言
霊
論
、
倒
語
説
が
あ
り
、
そ
の
注
釈
も
、
た
と
え
ば
、
古
事
記
の

「
天
沼
矛
」
に
つ
い
て
、

天
何
と
い
ふ
名
こ
れ
に
か
き
ら
す
い
と
多
か
る
は
大
か
た
地
に
あ
る
物
は
た
と
ひ
千
里
を

へ
た
て
た
り
と
も
ゆ
か
は
み
ら
る
へ
し

天
な
る
も
の
は
張
審
な
と
か
妄
説
こ
そ

あ
ら
め
ゆ
き
て
み
ら
る
へ
き
も
の
に
あ
ら
ね
は
た
ヽ
お
も
ひ
や
る
は
か
り
な
る
も
の
也

さ
れ
は
天
何
と
い
ふ
は
す

へ
て
虚
象
な
り
と
の
さ
と
し
の
為
也
と
心
う

へ
し
さ
れ
は
こ
ゝ
も
ま
こ
と
に
奴
を
も
て
か
さ
り
に
つ
け

た
る
矛
に
は
あ
ら
て
そ
の
か
た
ち
を
思
ひ
や
れ
の
心
に
て
刑
測
矛
と
は
い
ふ
也
と
し
る

へ
き
也
ｏ

と
説
く
と
い
う
よ
う
に
合
理
主
義
的
で
あ
る
。
従

っ
て
、
万
葉
集
開
巻
第

一
の
雄
略
天
皇
御
製
の

「
吾
己
曽
座
」
の

「
座
」
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
は
、

「帝
の
御
う

へ
な
る
が
故
に
、
家
持
卿
の
、
心
え
て
し
か
ゝ
れ
た
る
に
て
」
と
説
明
し
て
、
古
代
の
天
皇
の

「
自
敬
表

現
」
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
来
の

「
自
敬
表
現
」
諸
説
の
展
望
で
は
、
た
と
え
ば
、
尾
崎
知
光
氏
の

「
所
謂
自
敬
表
現
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
自
敬
表
現
」

否
定
説
と
し
て
、

三
矢
重
松
博
士
は
夙
に

「
高
等
日
本
文
法
」
の
中
で

（同
書
増
訂
改
版
６９０
１
６９４
ぺ
‐
ジ
）
ヽ
こ
れ
ら
を
記
者
よ
り
の
敬
語
で
あ
る
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と
説
明
せ
ら
れ
創
見
を
示
さ
れ
た
が
、
同
書
の
性
質
上
か
詳
論
せ
ら
れ
ず
、
且
つ
そ
の
後
こ
れ
に
注
目
す
る
人
も
割
合
に
少
な
か

っ
た
や
う
に
思
は
れ
る
。

と
説
い
て
い
る
。

「
自
敬
表
現
」
を
記
者
か
ら
の
敬
語
で
あ
る
と
見
る
説
は
、
三
矢
重
松
氏
の

「
創
見
」
で
は
な
く
、
富
士
谷
御
杖
に

始
ま
る
の
で
あ
る
。
尾
崎
氏
以
後
、

「
自
敬
表
現
」
に
つ
い
て
の
研
究
史
的
考
察
が
発
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
に
特
に
指
摘
し

て
お
く
。

第

二
章
　
第

二
期

　
明
治
大
正
時
代

「真
に
研
究
と
名
附
け
得
べ
き
も
の
の
起

っ
た
の
は
第
三
期
即
ち
明
治
維
新
以
後
の
事
で
あ

っ
て
、
真
の
研
究
史
も
亦
此
処
に
始
め

ら
れ
る
。
組
織
的
に
全
面
的
に
、
ま
と
め
ら
れ
た
研
究
の
出
た
の
は
明
治
二
十
年
代
以
後
で
あ
る
」
と
石
坂
氏
は
、
述
べ
て
い
る
電

こ
の
時
期
は
、
言
文

一
致
、
文
体
統

一
、
標
準
語
制
定
な
ど
の
国
語
問
題
、
国
語
政
策
、
国
語
教
育
と
の
関
連
で
敬
語
が
と
り
あ
げ
ら

れ
て
、
論
じ
ら
れ
、
研
究
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
従

っ
て
、

「自
敬
表
現
」
は
、
稀
に
、
古
典
の
故
語
に
関
連
し
て
言
及
さ
れ
る

程
度
で
、
そ
の
研
究
は
、
次
の
第
四
期
、
即
ち
昭
和
時
代
に
な

っ
て
か
ら
本
格
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
石
坂
氏
は
、
敬
語
研
究
史
と
し

て
、
本
期
を
前
期
中
期
後
期
に
分
け
た
が
、

「自
敬
表
現
」
研
究
史
と
し
て
は
、
内
部
の
時
期
的
小
分
け
を
す
る
必
要
が
な
い
の
で
、

全
体
を

一
時
期
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
石
坂
氏
は
、
こ
の
期
の
下
限
を
昭
和
五
年
と
し
た
が
、

「自
敬
表
現
」
研
究
史
と

し
て
み
る
と
、
昭
和
五
年
五
月
の
湯
澤
幸
吉
郎
氏
の

「
自
己
に
敬
語
を
用
ひ
た
古
代
歌
謡
等
に
つ
い
て
」
０
を
も

っ
て
、
本
格
的
研
究

の
開
始
と
し
て
、　
一
時
期
を
劃
す
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
昭
和
五
年
を
も

っ
て
、
第
四
期
　
昭
和

（現
代
）
の
始
期
と
見
る
わ
け

で
、
石
坂
氏
の
敬
語
研
究
史
の
時
期
区
分
に
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

さ
て
、
明
治
か
ら
大
正

へ
と
敬
語
研
究
の
跡
を
見
て
い
こ
う
。
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ま
ず
、
日
本
人
と
し
て
、
最
初
に
敬
語
の
分
類
を
試
み
た
の
は
、
明
治
二
十
五
年
、

『
皇
典
講
究
所
講
演
』
七
十

一
、
七
十
二
０
に

「
邦
文
上
の
敬
語
」
を
発
表
し
た
三
橋
要
也
で
あ
る
。

三
橋
は
、

「
余
は
今
、
本
邦
古
来
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
、
言
語
及
文
章
の
上
に
、
現
れ
た
る
敬
語
を
、
研
究
す
る
に
就
き
て
、
先

そ
の
区
別
及
沿
革
等
の
大
要
を
述
べ
、
次
に
其
の
必
要
な
る
所
以
を
耕
ぜ
ん
と
す
、
」
と
し
て
、
ま
ず

「敬
語
の
区
別
」
を
論
じ
た
。

○
敬
語
の
区
別
　
古
来
の
語
学
者
に
し
て
、
敬
語
を

区
別
し
た
り
し
者
、
未
有
ら
ざ
り
し
を

以
て
、
今
こ
れ
を
為
す
に
当
り
て

は
、
仮
に
其
の
名
称
を
設
け
ざ
る
を
得
ず
、
左
に
挙
ぐ
る
所
は
、
皆
余
が
創
意
に
係
る
も
の
な
れ
ば
、
或
は
適
当
せ
ぬ
も
有
り
ぬ

べ
け
れ
ど
、
そ
は
他
日
を
待
ち
ｒ
訂
正
す
る
所
あ
る
べ
し
、

敬
語
は
、
其
の
他
人
の
上
を
言
ふ
と
、
自
己
の
上
を
言
ふ
と
に
よ
り
て
、
こ
れ
を
二
種
に
分
つ
べ
し
、
他
称
敬
語
、
及
自
称
敬
語

こ
れ
な
り
、

日
他
称
敬
語
　
他
称
敬
語
と
は
、
己
が
対
し
た
る
人
、　
公
一人
称
）
及
己
が
談
話
の
上
に
載
す
べ
き
人

（
三
人
称
）
を
、
尊
敬
す

る
時
に
、
其
の
人
、
及
そ
の
人
に
附
属
せ
る
も
の
、
及
其
の
人
の
動
作
を
存
在
等
に
、
用
う
る
も
の
を
い
ふ
、
例

へ
ば
、

「
君
」

「御
衣
」

「給
ふ
」

「坐
す
」
等
の
如
し
、

日
自
称
敬
語
　
自
称
敬
語
と
は
、
己
が
対
し
た
る
人
、　
公
一人
称
）
及
己
が
談
話
の
上
に
載
す
べ
き
人

（
三
人
称
）
を
、
尊
敬
す

る
時
に
、
自
己
、
及
自
己
の
動
作
存
在
等
に
、
用
う
る
者
を
い
ふ
、
例

へ
ば
、

「
や
つ
が
れ
」

「奉
る
」

「侍
り
」

「候
ふ
」
等
の
如
し
、

自
称
敬
語
の
或
る
者
は
、
其
の
用
ゐ
ら
る
ゝ
区
域
広
く
し
て
、
我
が
尊
敬
す
べ
き
人
に
対
し
て
、
自
己
の
動
作
存
在
を
い
ふ
に

止
ま
ら
ず
、
自
己
に
関
係
な
き
も
、
其
の
談
話
上
に
載
す
べ
き
者
の
、
動
作
存
在
等
を
称
す
る
乏
称
敬
語
と
も
な
る
こ
と
あ
り
ｏ
、

三
橋
は
、
こ
の
後
に
、
敬
語
の
下
位
区
分
を
試
み
、
次
い
で
、

「敬
語
の
沿
革
」
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

「接
頭
敬
語
　
名

詞
の
上
に
あ
る
も
の
　
他
称
」
の
項
の

「
み
」
で
、

「
自
敬
表
現
」
に
言
及
し
、
異
例
と
し
て
、
敬
語
の
範
疇
外
の
も
の
と
み
よ
う
と
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し
て
い
る
。

さ
て
上
世
に
は
、
こ
の

「
み
」
を
以
て
普
通
の
敬
語
と
な
し
、
こ
れ
に

「
お
ほ
」
を
冠
し
て
、

「
お
ほ
み
」
と
し
て
は
、
至
尊
至

貴
の
上
に
い
ふ
最
上
の
敬
語
と
し
た
り
き
、
又
至
尊
至
貴
の
御
上
な
ど
に
は
、
こ
の

「
み
」
を
自
称
に
用
ゐ
給
ひ
し
こ
と
あ
り
、

「
皇
朕
う
づ
の
み
手
」

「我
が
み
心
」
等
の
如
し
、
こ
れ
そ
の
尊
威
を
、
保
ち
た
ま

へ
る
よ
り
の
御
こ
と
な
れ
ば
、
尋
常
の
場
合

と
は
大
に
異
り
、
も
と
よ
り
敬
語
と
す
べ
き
限
に
も
非
る
べ
し
ｏ
。

三
橋
は
、
最
後
に
、

「
敬
語
の
必
要
」
の
章
を
設
け
て
説
い
て
い
る
が
、

「敬
語
は
、
即
文
章
を
美
な
ら
し
む
る
所
以
の

一
要
具
な

り
」
と
し
て
、

「
日
厳
粛
な
る
べ
き
文
章
は
、
こ
れ
に
よ
り
て
益
そ
の
厳
市
の
度
を
高
む
べ
し
、」
と
し
て
、
延
喜
式
の
鎮
火
祭
祝
詞
の

文
章
を
示
し
て
、

上
世
の
祝
詞
宣
命
等
の
厳
粛
な
る
は
、
其
の
叙
事
の
荘
厳
謹
粛
に
し
て
、
文
辞
の
這
健
簡
古
な
り
し
に
因
る
べ
し
と
い
へ
ど
も
至

尊
及
神
祗
の
言
行
を
叙
す
る
に
当
り
て
は
、
常
に
厳
格
に
敬
語
を
用
ゐ
、
そ
の
尊
容
を
保
ち
、
稜
威
を
堕
さ
せ
奉
ら
ざ
り
し
に
因

る
こ
と
多
し
と
い
ふ
べ
し
Ψ

と
、
敬
語
の
表
現
価
値
を
論
じ
た
。

三
橋
の
敬
語
論
は
、
敬
語
の
分
類
基
準
に
、
自
他
と
人
称
を
導
入
し
て
、
後
の
山
田
孝
雄
氏
、
石
坂
正
蔵
氏
の
敬
語
論
に
影
響
す
る

と
こ
ろ
が
あ

っ
た
１
　
ま
た
、

「
自
称
敬
語
」
は
、
現
代
で
は
、
春
日
和
男
氏
が

「自
敬
表
現
」
の
意
味
に
用
い
て
い
る
電
　
天
皇
の

「
自
敬
表
現
」
を

「尊
威
を
保
」
つ
た
め
と
見
、
祝
詞
、
宣
命
の
敬
語
も

「尊
容
を
保
ち
、
稜
威
を
墜
さ
」
な
い
た
め
と
説
い
て
い
る

の
も
注
目
さ
れ
る
、
新
し
い
見
方
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
三
橋
の
敬
語
論
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
敬
語
を
社
会
秩
序
の
維
持
、
社
会
的
団

結
に
必
要
な
も
の
と
し
、

「
敬
語
は
言
語
上
の
礼
儀
な
り
」
と
も
言

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

敬
語
の
必
要
は
、
た
ゞ
文
意
の
上
に
の
み
止
ま
ら
ず
、
共
の
有
無
は
、
社
会
団
結
の
上
に
、
大
な
る
影
響
あ
る
も
の
な
り
、
こ
れ

を
社
会
上
必
要
と
な
す
。
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お
よ
そ
人
類
の
、　
互
に
団
結

一
致
し
て
、　
安
楽
の
生
活
を

享
受
し
う
る
原
因
は
、　
も
と
よ
り

一
ツ
ニ
ツ
に
止
ま
ら
ざ
る
べ
け
れ

ど
、
其
の
重
な
る
も
の
は
、
各
人
こ
と
／
ヽ
く
徳
義
の
心
あ
る
に
よ
る
、
而
し
て
恭
敬
は
、
徳
義
の
高
尚
な
る
も
の
な
り
、
君
臣

上
下
貴
賤
尊
卑
、
各
其
の
位
に
安
ん
じ
、
其
の
分
を
守
り
て
、
相
凌
ぎ
相
犯
す
こ
と
な
き
も
の
は
、　
一
に
恭
敬
の
徳
に
よ
ら
ざ
る

は
な
し
、
さ
れ
ば
恭
敬
は
、
社
会
の
秩
序
を
保
ち
、
其
の
団
結
を
固
く
す
る
所
以
の
根
幹
に
し
て
、　
一
朝
こ
れ
を
失
は
ゞ
、
忽
に

上
崩
瓦
解
の
禍
を
免
れ
ざ
る
べ
し
、

中
に
恭
敬
の
心
あ
れ
ば
、

其
の
発
し
て
行
為
の
上
に
表
る
ゝ
者
は
、　
坐
作
進
退
の
儀
則
と
な
り
、　
言
語
の
上
に
あ
ら
は
る
ゝ
者

は
、
他
称
自
称
の
敬
語
と
な
る
、
敬
語
は
言
語
上
の
礼
儀
な
り
、
さ
れ
ば
、
行
為
上
の
礼
は
、
人
に
対
し
て
、
視
感
の
上
に
、
我

が
敬
意
を
知
ら
し
む
る
も
の
な
り
、
言
語
上
の
礼
は
、
人
に
対
し
て
、
聴
感
の
上
に
、
我
が
敬
意
を
知
ら
し
む
る
も
の
な
り
、
是

れ
を
以
て
敬
語
を
用
う
る
は
、
坐
作
進
退
の
礼
を
行
と
相
並
し
て
、
其
の
間
宅
も
軒
軒
軽
電
あ
る
に
あ
ら
ず
喫

敬
語
の
社
会
性

へ
の
着
眼
と
し
て
評
価
で
き
る
が
、

「
自
敬
表
現
」
を
そ
の
視
点
か
ら
見
る
と
い
う
発
想
は
三
橋
に
は
な
か
っ
た
の

三
橋
要
也
の
後
、
明
治
三
十
三
年
に
岡
田
正
美
が

「
待
遇
法
」
を

『
言
語
学
雑
誌
』
第

一
巻
第
五
号

（
六
月
）、
第
六
号

（
七
月
）
に

発
表
し
、

「敬
語
法
」

「謙
語
法
」

「
平
語
法
」

「卑
語
法
」
と
と
も
に
、
所
謂
尊
大
語
に
当
る
も
の
を

「倣
語
法
」
と
し
て
い
る
が
、

「
自
敬
表
現
」
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

「
自
敬
表
現
」
が
実
際
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
否
定
し
、
全
て
そ
れ
は
記
者

ｏ
編
者
の
立
場
か
ら
の
書
き
か
え
で
あ
る
と
し
た
の
は
、

江
戸
時
代
の
富
士
谷
御
杖
で
あ

っ
た
が
、　
こ
の
期
に
同
じ
主
張
を
し
た
の
は
、　
三
矢
重
松
で
あ

っ
た
。

彼
は
、　
ア
同
等
日
本
文
法
』

（明
治
四

一
年
ど

に
お
い
て
、

「
両
体
の
錯
綜
」
と
し
て
、
文
法
上
の
一
単
位
文
に
も
記
録
体
と
対
話
体
の
錯
綜
す
る
こ
と
が
あ
る

と
し
て
、

「
物
語
な
ど
に
て
い
ふ
地
と
詞
の
流
し
あ
ひ
」
の
例
に
、
ま
ず
、

是
は
　
諸
国
　
一
見
の
　
僧
に
て
　
候
ふ

を
挙
げ
、
こ
の

「
是

ハ
地
よ
り
仕
手
を
指
す
語
な
る
に
、
之
を
仕
手
に
言
は
し
め
下
を
詞
に
候

フ
と
流
す
な
り
。」
ｏ
と
説
き
、
次
い
で
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（熊
谷
）

「存
ず
る
　
」日
　
あ
り
て
　
申
す
な
り
」
…
…

（敦
盛
）

「存
ず
る
　
旨
の
　
あ
る
な
れ
ば
　
聞
か
ず
る
ぞ
　
是
は

故
太
政
入
道
の
　
弟
に
　
修
理
大
夫
　
経
盛
と
　
い
ふ
　
人
の
　
末
子
　
い
ま
だ
　
無
官
な
れ
ば
　
無
官
大
夫
　
敦
盛
と
　
て

生
年
　
十
六
に
　
な
る
な
り
」
と
　
宣
ひ
け
り

（盛
衰
）

に
つ
い
て
、

「
詞
を
地
に
流
し
た
る
な
り
。
地
を
詞
に
し
て
人
に
語
ら
せ
、
詞
を
地
に
し
て
事
情
を
説
明
す
る
は
旧
時
の
作
者
の
慣
用

手
段
な
り
。
か
ゝ
る
詞
は
真
正
の
対
話
文
に
あ
ら
ず
、
作
者
の
記
録
体
の
筆
を
入
れ
た
る
者
な
れ
ば
、
間
接
対
話
と
も
謂
ふ
べ
し
。」
ω

と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
間
接
対
話
の
例
と
し
て
、

大
御
神
　
怪
し
と
　
思
し
て
　
細
く
　
天
の
岩
屋
戸
を
　
開
き
て
　
内
よ
り
　
生
回
り
給
は
く

「吾
が
　
隠
り
坐
す
に
　
因
り
て

高
天
の
原
　
自
　
開
く
　
又
　
葦
原
の
中

つ
国
　
皆
　
開
け
む
と
　
思
ふ
を
云
々
」

（記
）

（素
尊
）

「
吾
　
此
の
　
地
に
　
来
ま
し
て
　
我
が
　
御
心
　
須
賀
々
々
斯
」
と
　
の
り
給
ひ
て

（記
）

○
山
の
　
あ
る
じ
　
俊
蔭
に
　
の
た
ま
ふ
　

「
お
の
れ
は
　
天
上
よ
り
　
き
た
り
給
ひ
し
　
人
の
　
御
子
ど
も
な
り
　
こ
の
　
山

に
　
下
り
給
ひ
て
　
一ム
々

○
波
斯
国
公
　
の
た
ま
は
く

　

「
こ
の
　
奉
れ
る
琴
の
　
士戸
　
あ
し
き
　
所
　
あ
り
　
し
ば
し
　
ひ
き
な
ら
し
て
奉
れ
」

を
挙
げ
て
、
次
の
よ
う
な

「
自
敬
表
現
」
否
定
論
を
展
開
し
た
電

此
等
も
詞
は
詞
と
見
ゆ
る
に
コ
モ
リ
マ
ス
御
心
な
ど
と
い
ふ
記
者
よ
り
の
敬
語
に
よ
り
て
真
正
の
対
話
文
に
あ
ら
ず
な
れ
り
。
之

を
古
の
神
は
自
の
上
に
も
敬
語
を
用
ゐ
た
り
と
思
ふ
は
甚
し
き
誤
な
り
。
太
閤
な
ど
こ
そ
自
称
に
殿
下
思
召
ス
な
ど
と
も
言
ひ
け

め
、
さ
て
は
子
供
も
坊
ツ
チ
ャ
ン
ガ
な
ど
と
は
言
ふ
べ
け
れ
ど
、
常
識
あ
る
人
に
は
有
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。

さ
て
又

前
に
述
べ
た
る
第
三
者
の
待
遇
と
い
ふ
こ
と
を

繰
返
さ
む
に
、
貴
者
が

「
行
ク
」
と
い
へ
る
を
取
り
次
ぐ
言
は

『
「
入
ラ

ッ
シ
ャ
ル
」
と
仰

セ
ラ
レ
マ
シ
タ
』
と
い
ふ
如
く
、
又
先
方
よ
り

「
明
日
参
上
可
仕
候
」
と
言
ひ
越
せ
る
に
対
し
、

「
御
来
臨
可

被
下
旨
拝
承
」
な
ど
言
ひ
て
鶏
鵡
返
に
は
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
道
理
な
る
と
等
し
く
、
尊
き
人
の
言
語
を
ば
其
の
儘
に
繰
り
返
し
ま
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ね
ば
ざ
る
が
我
が
国
風
な
り
。

さ
れ
ば

史
書
の
伝
ふ
る
所
に
て
は
、　
歌
文
な
ど
の
外
に
は
貴
人
の
真
正
の
言
語
は
見
る
べ
か
ら

ず
。
天
祖
の
神
勅

豊
葦
原
の
　
瑞
穂
の
国
は
　
我
が
　
皇
御
孫
命
の
　
君
と
　
ま
す
べ
き
　
国
な
り

の
如
き
も
、
意
を
取
り
て
言
ひ
伝

へ
た
る
者
、
祝
詞
宣
命
の
如
き
も
皆
執
達
の
人
の
宣
す
る
言
に
て
直
接
の
御
言
に
あ
ら
ず
。
然

る
に
支
那
風
に
て
は
天
子
も
直
接
に
臣
下
に
対
話
し
、
そ
れ
を
直
接
に
記
し
伝
ふ
る
よ
り
、
我
に
も
王
朝
の
古
に
は
そ
れ
を
学
ベ

る
漢
文
の
詔
勅
あ
り
。
今
の
御
代
に
は
其
の
風
を
受
け
て
、
五
条
の
御
誓
文
よ
り
始
め
て
種
々
の
詔
勅
の
直
接
対
話
な
る
あ
り
。

制
度
の
然
ら
し
む
る
所
、
私
議
す
べ
き
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
其
の
御
言
の
儘
を
臣
民
の
口
に
懸
け
奉
る
は
畏
き
業
に
あ
る
ま
じ

き
か
。

こ
の
三
矢
重
松
の

「
自
敬
表
現
」
否
定
論
は
、
前
述
し
た
如
く
、
尾
崎
知
光
氏
に
よ
っ
て
、　
フ
」
れ
ら
を
記
者
よ
り
の
敬
語
で
あ
る

と
説
明
せ
ら
れ
創
見
を
示
さ
れ
た
…
…
私
見
は
本
質
的
に
は
か
う
し
た
方
向
を
更
に
発
展
さ
せ
た
も
の
」
０

と
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の

な
の
で
、
関
係
す
る
全
文
を
引
用
し
た
。

三
矢
の
言
う

「
対
話
体
」

「
記
録
体
」
と
い
う
の
は
、
日
語

・
話
し
こ
と
ば
と
文
語

ｏ
書
き
こ
と
ば
と
い
う
対
立
で
は
な
く
て
、
特

定
の
相
手
を
め
あ
て
と
し
た
表
現
を

「
対
話
体
」
と
い
い
、
不
特
定
の
相
手
対
象
の
表
現
を

「
記
録
体
」
と
す
る
の
で
あ
る
。

自
己
の
言
説
を
聴
く
者
、
直
接
に
眼
前
に
在
る
か
、
然
ら
ざ
る
も

一
定
し
居
る
時
は
、
其
の
聴
者
に
対
し
て
自
然
に

一
種
の
語
気

を
な
す
。
之
を
対
話
文
と
い
ふ
。
人
の
言
説
は
必
聴
者
あ
る
を
期
す
れ
ど
も
、
之
を
そ
れ
を
定
め
ず
し
て
、
或
る
事
物
に
就
き
て

思
想
を
言
ひ
表
せ
る
者
は
、
亦
之
に
相
当
す
る
語
気
あ
り
。
之
を
記
録
文
と
い
ふ
。
言
語
は
自
己
の
思
想
を
他
に
対
し
て
言
ひ
表

す
よ
り
生
じ
た
る
者
な
れ
ば
、　
根
源
に
於
い
て
は
両
体
の
区
別
な
か
る
べ
き
も
、　
今
は
頗
る
そ
の
相
異
を

認
む
る
に
至
れ
る
な

り
。
例

へ
ば
物
語
の
地

・
脚
本
類
の
卜
書

ｏ
歴
史

・
律
令

・
諸
記
録

・
科
学
書

・
独
自
等
は
大
抵
記
録
体
に
し
て
、
物
語
脚
本
類

の
詞

・
詔
勅

ｏ
上
奏

・
祝
詞

ｏ
宣
命

・
手
紙
よ
り
、
日
常
の
談
話
は
皆
対
話
な
り
電
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三
矢
の
言
う

「
対
話
体
」

「
記
録
体
」
に
文
体
を
三
分
す
る
狙
い
は
、
当
時
と
し
て
は
、
斬
新
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
文
章
の
分
析

に
な
る
と
、

「
両
体
の
錯
綜
」
を
持
ち
出
す
こ
と
に
な
る
。

「
是
は
…
…
に
て
候
ふ
」
と
い
う
自
己
紹
介
型
の
表
現
を

「
対
話
体
」
と

し
て
認
め
な
い
の
は
、　
古
代
か
ら

明
治
時
代
ま
で
の

日
本
語
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
、
い
わ
ば

汎
時
論
的
に
論
じ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
特
に
、
「
自
敬
表
現
」
を
論
じ
て
、
万
葉
集
巻
六
の

「
天
皇
賜
酒
節
度
使
卿
等
御
歌
」
な
ど
に
言
及
せ
ず
、
「
自
敬
表
現
」
を

「常

識
あ
る
人
に
は
有
る
べ
く
も
あ
ら
ず
」
と

断
言
し
て
し
ま

っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

〓
一矢
の
論
の
不
十
分
さ
は
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「
史
書
の
伝
ふ
る
所
に
て
は
、
歌
文
な
ど
の
外
に
は
貴
人
の
真
正
の
言
語
は
見
る
べ
か
ら
ず
。」
と
断
じ
て
い
る
三
矢
に
し
て
は
、
大
き

な
失
考
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
三
矢
が
、
古
事
記
等
の

「
自
敬
表
現
」
を

「
記
者
よ
り
の
敬
語
」
と
し
た
の
は
、
前
述
し
た

如
く
、
富
士
谷
御
杖
の

『
萬
葉
集
燈
』
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
御
杖
の
説
を
知

っ
て
い
て
の
立
言
で
あ
る
の
か
、
当
時
の
敬
語
的
常

識
に
立
脚
し
て
の
論
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

「
太
閤
」
の
例
や

「
坊

ッ
チ
ャ
ン
が
」
の
例
か
ら
見
る
と
、
富
士
谷
御
杖
と
は

別
個
の
立
言
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

明
治
以
後
の
敬
語
研
究
に
お
け
る
最
初
の
組
織
的
体
系
的
な
著
書
は
、
山
田
孝
雄
の
『敬
語
法
の
研
究
』
（大
正

一
三
年
）
ω
で
あ
る
。

山
田
氏
は
、
そ
の
敬
語
本
質
観
を

「
推
譲
の
美
風
」
の
言
語

へ
の
あ
ら
わ
れ
に
置
く
。

凡
そ
敬
語
の
発
す
る
は
も
と
社
交
の
間
に
あ
り
。
敬
語
は
実
に
人
々
相
推
譲
す
る
意
を
表
明
す
る

一
つ
の
方
法
な
り
。
も
と
よ
り

こ
の
敬
語
は
上
下
貴
賤
の
区
別
を
あ
ら
は
す
に
適
す
と
い
へ
ど
も
必
ず
し
も
階
級
制
度
の
結
果
と
の
み
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
人
は
人

と
し
て
交
る
間
に
互
に
そ
の
人
格
を
重
ん
じ
、
そ
の
才
能
知
識
、
徳
望
、
品
格
等
を
尊
ぶ
に
於
い
て
、
そ
れ
を
言
語
に
よ
り
て
表

明
す
る
こ
と
こ
れ
実
に
自
然
の
人
情
に
し
て
そ
れ
の
存
す
る
は
こ
れ
が
わ
が
民
族
間
に
推
譲
の
美
風
の
行
は
る
る
に
よ
る
も
の
な

れ
ば
、
寧
ろ
嘉
み
す
べ
き
事
な
り
と
す
増

山
田
氏
は
、
敬
語
に
親
愛
の
表
現
と
品
格
保
持
の
表
現
の
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
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我
等
が
用
ゐ
る
敬
語
は
必
ず
し
も
尊
崇
に
限
ら
ず
、
親
愛
の
意
を
あ
ら
わ
す
場
合
あ
り
、
又
言
語
に
品
格
あ
ら
し
め
む
が
為
に
用

ゐ
る
こ
と
あ
り
電

山
田
氏
が
敬
語
に
つ
い
て
論
ず
る
場
合
に
、
身
分
秩
序
の
上
下
関
係
を
言
語
的
に
示
す
は
た
ら
き
を
す
る
点
を
強
調
し
て
い
な
い
こ

と
が
注
日
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
社
会
思
潮
か
ら
左
翼
思
想
の
高
ま
り
の
中
で
敬
語
護
持
の
姿
勢
で

書
か
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

人
或
は
い
は
む
。
敬
語
は
専
制
時
代
の
階
級
制
度
を
背
景
と
し
て
発
達
し
た
る
も
の
に
し
て
、
自
由
平
等
の
新
時
代
に
は
排
斥
す

べ
き
な
り
と
。
こ
れ
亦
皮
相
の
見
に
し
て
全
く
敬
語
の
真
意
を
知
ら
ざ
る
徒
の
言
の
み
。
も
と
ょ
り
階
級
制
度
の
著
し
か
り
し
時

代
に
は
そ
れ
を
背
景
と
し
て
敬
語
が
異
常
に
発
達
し
た
り
し
は
疑
ふ
べ
か
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
そ
れ
も
実
は
た
だ
形
式
的
に
繁
文

褥
礼
と
な
り
た
る
の
み
に
し
て
そ
の
繁
雑
な
る
形
式
は
明
治
維
新
以
後
社
会
の
状
態
の
改
ま
る
と
共
に
漸
く
に
す
た
り
、
今
や
そ

の
古
の
繁
文
褥
礼
を
知
る
も
の
殆
ど
な
く
な
り
た
る
に
あ
ら
ず
や
彎

山
田
氏
は
、

国
語
、
候
文
、
普
通
文
の
敬
語
法
を

体
系
的
に
説
き
、　
当
時
の
話
し
こ
と
ば
、　
書
き
こ
と
ば
に
わ
た

っ
て
、
詳
述
し

た
。
そ
の

「
結
論
」
の
中
で
、
特
に
、
古
代
の

「
自
敬
表
現
」
に
言
及
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

こ
こ
に
こ
の
敬
語
の
変
遷
の
或
点
に
関
し
て

一
言
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
。
そ
は
他
に
あ
ら
ず
、
か
の
紀
記
万
葉
な
ど
に
展
見
る
敬

語
の

一
現
象
と
し
て
わ
が
至
尊
が
御
み
づ
か
ら
の
事
を
宣
ふ
に
敬
称
の
語
を
用
ゐ
ら
る
る
こ
と
な
り
。
た
と

へ
ば
応
神
天
皇
が

し
な
た
ゆ
ふ
さ
さ
な
み
路
を
す
く
す
く
と
わ
が
い
ま
せ
ば
木
幡
の
道
に
も
叫
ｕ
ｕ
を
と
め
。
云
々
　

（古
事
記
、
中
）

と
う
た
ひ
賜
ひ
、
雄
略
天
皇
が
、

お
ほ
君
は
そ
こ
を
図
洲
ｕ
て‐
玉
ま
き
の
胡
床
に
立
た
し
し
づ
ま
き
の
胡
床
に
コ
「
ｕ
猪
待
つ
と
わ
が
い
ま
せ
ば
さ
猪
ま
つ
と
わ

が
引
劃
ｄ
ば
云
々
　

（書
紀
、
十
四
）

と
う
た
ひ
た
ま
ひ
し
が
如
き
、
至
尊
の
尊
き
は
勿
論
な
が
ら
、
御
自
ら
の
事
に
敬
称
の
語
を
用
ゐ
た
ま
へ
る
事
、
こ
れ
従
来
多
少
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の
惑
と
な
れ
る
点
な
り
。
今
吾
人
は
こ
れ
を
国
語
の
敬
語
法
に
照
し
て
考
ふ
る
に
こ
は
こ
れ
実
に
、
吾
人
が
、
第
三
章
第
四
節
に

説
け
る
所
の
あ
る
者
と

一
道
の
生
気
相
通
ず
る
も
の
に
し
て
君
臣
の
間
に
親
愛
の
至
情
温
る
る
も
の
あ
り
て
和
気
競
々
た
る
愛
を

あ
ら
は
さ
せ
賜

へ
る
所
な
り
と
釈
す
る
を
得
る
な
り
。
而
し
て
か
く
の
如
き
生
気
発
刺
た
る
敬
語
の
用
法
は
候
文
に
も
普
通
文
に

も
な
き
の
み
な
ら
ず
、
中
古
以
来
の
文
章
に
多
く
比
を
見
ざ
る
所
な
り
と
す
。
即
ち
こ
の
点
よ
り
見
れ
ば
、
奈
良
朝
以
前
の
文
献

と
、
現
代
の
口
語
と
の
間
に
は

一
脈
の
生
気
相
通
す
る
と
こ
ろ
あ
り
て
、
両
者
い
づ
れ
も
国
民
の
真
の
声
な
り
と
認
む
る
を
至
当

と
す
べ
き
な
り
９

山
田
氏
は
、
右
の
文
章
を
も

っ
て

『
敬
語
法
の
研
究
』
を
し
め
く
く

っ
て
い
る
。
こ
の
山
田
氏
の

「
自
敬
表
現
」
解
釈
は
、
研
究
と

い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
現
代

口
語
の
敬
語
法
と
対
比
し
て
、
実
際
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
が
、
注

目
さ
れ
る
。

「
「
第
三
章
第
四
節
」
は
、

国
語
の
敬
語
法
の

「
敬
語
の
特
別
の
用
法
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

敬
称
の
語
は
時
来
他
に
対
し
て
崇
敬
の
意
を
表
す
る
に
用
ゐ
る
も
の
な
る
が
、
時
と
し
て
自
己
又
は
自
己
に
属
す
る
者
に
敬
称
を

用
ゐ
る
変
態
あ
り
。
こ
れ
は
小
児
等
に
対
し
て
親
愛
の
意
を
表
し
て
物
語
る
と
き
に
、
そ
の
小
児
等
が
説
話
者
に
対
し
て
日
常
用

ゐ
慣
れ
た
る
敬
称
の
名
詞
を
と
り
て
説
話
者
自
身
が
第

一
人
称
と
し
て
用
ゐ
、
又
は
説
話
者
に
属
す
る
者
を
代
表
す
る
第
三
人
称

と
し
て
用
ゐ
る
場
合
に
行
は
る
る
な
り
。

敬
称
を
以
て
第

一
人
称
と
し
て
用
ゐ
た
る
も
の
。

お
か
あ
さ
ん

（母
の
自
称
）
は
あ
の
し
ろ
い
花
が
す
き
で
す
。

お
と
よ
、
お
と
う
さ
ん

（父
の
自
称
）
が
か
へ
つ
て
来
て
う
れ
し
い
か
。

（中
略
）

早
く
顔
を
洗

つ
て
に
い
さ
ん

（兄
の
自
称
）
と

一
緒
に
お
さ
ら
ひ
を
し
ま
せ
う
。

又
次
の
如
く
自
己
の
身
分
を
い
ふ
に
敬
称
を
用
ゐ
た
る
あ
り
。
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先
生

（第

一
人
称
）
が
か
い
て
あ
げ
ま
す
。

み
よ
ち
や
ん
は
私
の
妹
で
、
私
は
み
よ
ち
や
ん
の
ね
い
さ
ん

（姉
自
ら
称
す
）
で
す
。

お
貞
ち
や
ん
も
淋
し
い
と
お
い
ひ
だ
が
、
姉
さ
ん

（第

一
人
称
主
格
）
も
何
ん
な
に
淋
し
い
か
知
れ
な
い
の
で
す
。

或
は
又
次
の
如
く
自
己
の
側
の
人
を
称
す
る
に
、
対
者
の
用
ゐ
る
べ
き
敬
称
を
以
て
す
る
こ
と
あ
り
。

叔
父
さ
ん

（説
話
者
の
夫
に
対
し
て
対
者
の
叔
父
）
は
大
変
だ
土
手
が
切
れ
た
と
い
つ
て
す
ぐ
屋
根

へ
出
ま
し
た
。

以
上
の
場
合
は
す
べ
て
敬
称
の
語
を
用
ゐ
て
あ
れ
ど
も
、
そ
れ
の
述
語
は
か
へ
り
て
謙
称
を
用
ゐ
又
は
全
く
敬
語
を
用
ゐ
ぬ
も
の

に
し
て
、
そ
れ
ら
の
語
は
形
式
上
よ
り
見
れ
ば
敬
語
な
れ
ど
、
精
神
よ
り
見
れ
ば
親
愛
の
意
を
あ
ら
は
し
た
る
も
の
な
り
と
す
ｏ
。

以
上
に
よ

っ
て
見
ら
れ
る
の
は
、

「
君
臣
は
父
子
の
間
柄
」
と
い
う

君
臣
観
を
、

親
子
の
間
柄
で
の

こ
と
ば
づ
か
い
と

関
連
づ
け

て
、
国
家
の
慈
父
た
る
天
皇
が
そ
の
赤
子
た
る
臣
民
に

「
自
敬
表
現
」
を
用
い
る
の
は
、
親
愛
の
情
が
自
ら
あ
ら
わ
れ
出
た
も
の
で
、

「和
気
畿
々
た
る
愛
を
あ
ら
は
さ
せ
賜

へ
る
所
な
り
」
と
い
う

論
理
で
あ
る
。　
こ
の
山
田
氏
の

「
自
敬
表
現
」
解
釈
は
、　
次
の
第
四

期
、
昭
和
前
期
の
松
尾
捨
次
郎
、
江
湖
山
恒
明
氏
ら
に
継
承
さ
れ
、
軍
国
主
義
化
し
て
い
く
社
会
思
潮
の
中
で
の
国
体
明
徴
論
と
相
侯

っ
て
最
も
有
力
な
説
と
な

っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
田
氏
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
、
敬
語
使
用
の
心
理
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
敬
語
の
表
現
形
式
と
し
て
の
対
応
関
係
を
持

つ
も
の
で
は
な
い
。
古
代
の

「自
敬
表
現
」
は
叙
述
部
に
敬
語
表
現
が
行
わ

れ
る
の
に
対
し
て
、
現
代
の
親
愛
表
現
で
は
、
山
田
氏
も

「
述
語
は
か
へ
り
て
謙
称
を
用
ゐ
又
は
全
く
敬
語
を
用
ゐ
ぬ
も
の
に
し
て
」

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
叙
述
部
に
は
敬
語
表
現
は
行
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

な
繁
、
当
時
の
時
代
思
潮
と
の
関
わ
り
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、
階
会
的
階
級
と
敬
語
に
着
目
し
た
安
藤
正
次
、
小
林
好
日
氏
ら
の

見
解
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
直
接

「
自
敬
表
現
」
に
言
及
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
次
期
に
お
い
て
と
り
あ
げ
る

松
尾
捨
次
郎
氏
の

「
自
敬
表
現
」
論
と
対
立
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
松
尾
氏
が
小
林
好
日
氏
の
説
を
意
識
し
て
自
説
を
提
起
し
て
い
る

こ
と
も
あ

っ
て
、
こ
こ
に
、
安
藤
、
小
林
両
氏
の
説
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
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安
藤
正
次
氏
の
説
は
、

『
古
代
国
語
の
研
究
』
ぃ

に

「
附
録
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た

「
言
葉
と
文
字
に
あ
ら
は
れ
た
我
が
国
民
性
」

と
い
う
論
文
の
中
に
見
え
る
。

第
四
に
、
わ
が
国
語
に
は
階
級
思
想
の
反
映
と
見
る
べ
き
も
の
が
薪
し
く
発
達
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
長
い
間
の
歴
史
的

関
係
に
本
づ
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
ま
た
国
民
性
の

一
面
を
語
る
も
の
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
前
に
述
べ
た
や
う
に
、
わ
が
国

民
は
、　
一
方
に
於
て
は
抽
象
概
括
を
好
む
国
民
で
あ
り
、
様
式
の
単
純
化
を
好
む
国
民
で
あ
る
、
然
る
に

一
方
に
於
て
、
言
葉
の

上
に
階
級
的
の
差
別
の
著
し
く
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
は
、
矛
盾
で
あ
り
撞
着
で
あ
る
や
う
に
見
え
る
。
然
し
、
こ
の
両
種

の
性
情
は
対
立
し
得
な
い
も
の
で
は
無
い
、
あ
た
か
も
、
自
由
の
思
想
と
秩
序
の
観
念
が
両
立
し
得
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
階

級
思
想
と
い
へ
ば
語
弊
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
言
葉
づ
か
ひ
の
上
に
尊
卑
の
つ
か
ひ
分
け
を
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
長
い
間
の
歴
史

的
教
養
に
よ
つ
て
わ
が
国
民
の

一
特
性
と
な
り
、
そ
れ
が
国
語
の
特
性
の

一
と
な
つ
て
あ
ら
は
れ
て
来
て
ゐ
る
。
武
家
時
代
に
於

て
は
そ
れ
が
極
端
に
ま
で
発
達
し
て
来
た
。
現
代
に
於
て
は
社
会
組
織
の
変
化
と
共
に
、
漸
く
そ
れ
が
単
純
化
さ
れ
る
傾
向
を
生

じ
て
ゐ
る
の
も
、
ま
た
看
過
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
国
民
性
の
閃
き
で
あ
る
電

こ
の
安
藤
氏
の
敬
語
観
の
影
響
を
受
け
た
か
と
見
ら
れ
る
の
が
、
小
林
好
日
氏
で
、
そ
の
著

『
国
語
国
文
法
要
義
』
ｏ

の

「第
二
編

品
詞
論
　
第
一垂
早
　
待
遇
法
」
の
冒
頭
に

「
社
会
組
織
と
待
遇
の
表
白
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
日
は
四
民
平
等
の
時
代
で
あ
る
。
し
か
る
に
旧
時
代
は
階
級
的
社
会
組
織
の
時
代
で
あ
つ
た
。
昔
は
今
日
と
違
つ
て
社
会
は

安
定
で
な
い
。
平
和
を
維
持
す
る
為
に
階
級
的
差
別
を
厳
重
に
す
る
こ
と
は
止
む
を
得
な
か
つ
た
。
わ
が
国
は
由
来
皇
室
中
心

・

綜
合
家
族
制
の
国
家
で
あ
つ
た
の
に
、
武
家
時
代
封
建
制
度
が
布
か
れ
る
と
共
に
主
徒
の
区
別

ｏ
上
下
尊
卑
の
秩
序
が
複
雑
に
な

り
、
階
級
思
想
は
い
よ
ノ
ヽ
深
く
人
心
に
浸
潤
し
た
。
こ
れ
の
言
語
の
上
に
あ
ら
は
れ
た
の
が
待
遇
法

（敬
語
法
）
で
あ
る
。
尊

長
の
動
作
又
は
尊
長
に
関
係
す
る
こ
と
に
は
尊
敬
の
意
味
を
含
ん
だ
語
を
用
ひ
、
自
己
の
動
作
又
は
自
己
に
関
係
す
る
こ
と
に
は

卑
下
の
言
ひ
方
を
な
し
、
待
遇
の
形
式
が
煩
哨
な
る
ま
で
の
発
達
を
な
し
た
。
こ
れ
が
名
詞
に
も
あ
ら
は
れ
る
。
代
名
詞
に
も
あ
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ら
は
れ
る
。
又
動
詞
に
も
助
動
詞
に
も
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。

皇
室
が
す
べ
て
の
も
の
ゝ
中
心
で
あ
り
皇
室
が
最
も
神
聖
な
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
観
念
は
古
事
記
の
神
話
、　
特
に
伊
美
諾

尊
、
伊
美
冊
尊
の
大
八
洲
国
生
成
神
話
を
は
じ
め
そ
の
他
の
神
話
に
も
表
れ
て
ゐ
る
が
、
之
を
取
巻
い
て
ゐ
る
八
百
万
の
神
々
即

ち

一
般
国
民
は
そ
の
間
に
は
階
級
的
差
別
を
も
持
た
な
か
つ
た
観
が
あ
る
。
上
古
に
於
て
我
国
は
よ
ほ
ど
平
等
的
の
社
会
組
織
を

成
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
皇
室
と
い
へ
ど
も
、
よ
ほ
ど
民
本
的
で
大
国
主
神
は
稲
羽
の
素
兎
を
な
汝
と
い
ふ
代
名
詞
で

呼
ば
れ
て
ゐ
る
。
臣
下
が
天
皇
を
お
呼
び
申
す
に
も
汝
が
命
ど
い
ふ
代
名
詞
を
用
ひ
て
居
る
。
之
を
武
家
時
代
に
驚
く
べ
き
多
数

の
代
名
詞
を
も
ち
複
雑
な
待
遇
上
の
形
式
を
発
達
さ
せ
た
の
と
は
殆
ど
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。

今
は
再
び
平
等
の
時
代
に
復

っ
た
。
王
朝
よ
り
武
家
時
代
に
互
つ
て
次
第
に
発
達
し
た
煩
哨
な
待
遇
法
は
之
か
ら
減
る
の
が
当

然
で
あ
り
、
又
現
に
減
つ
て
行
く
の
を
わ
れ
わ
れ
は
日
撃
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
ま
た
言
語
の
上
に
待
遇
法
の
あ
る
こ
と
は
我
が
国

語
の
特
長
で
あ
つ
て
、
今
後
に
於
て
も
是
が
全
く
無
く
な
る
事
は
想
像
出
来
な
い
。
建
国
の
初
か
ら
、
君
臣
の
分
が
定
ま
つ
て
居

り
、
家
庭
が
家
長
中
心
の
我
が
国
に
於
て
は
初
か
ら
こ
の
待
遇
法
を
も
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
支
那
の
言
葉
の
や
う
に
君
主
の
行

動
を
云
ふ
場
合
に
も
王
巡
狩
」
と
い
ふ
や
う
に
全
く
敬
意
を
含
ま
ぬ
言
ひ
方
を
す
る
や
う
に
な
る
こ
と
は
到
底
あ
る
ま
い
電

右
の
論
述
に
お
け
る
小
林
氏
の

「
上
古
に
於
て
、
我
が
国
は
よ
ほ
ど
平
等
的
の
社
会
組
織
を
成
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
云
々
」
と
い

う
見
方
に
対
し
て
、
松
尾
捨
次
郎
氏
は
、
翌
昭
和
三
年
刊
の

『
国
文
法
論
纂
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

此
は
面
白
い
見
方
で
、
如
何
に
も
当
世
に
受
の
よ
い
説
明
の
や
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
此
だ
け
の
例
証
で
は
、
首
肯
出
来
な

い
点
が
多
い
。
何
よ
り
も
、
汝
と
汝
が
命
と
を
同
等
に
視
ら
れ
た
様
に
思
は
れ
る
の
が
感
心
出
来
ぬ
。
よ
も
や
汝
が
命
ま
で
、
今

日
の
測
同
様
、
卑
下
の
語
と
見
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
。
勿
論
、
潤
に
は
尊
敬
の
意
も
卑
下
の
意
も
な
い
が
、
な
が
命
に
は
十

分
に
尊
敬
の
意
が
あ
る
。
本
居
翁
の
説
に
よ
れ
ば
、
な
ん
ぢ
も
元
来
名
持
の
意
で
、
尊
敬
の
義
が
あ
る
と
い
ふ
電

こ
の
と
こ
ろ
は
、
松
尾
氏
の
批
判
が
当
っ
て
い
る
。
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安
土
桃
山
時
代
ま
で
を
含
め
て
、
石
坂
民
は

「室
町
時
代
末
期
」
と
稲
し
て
い
る
。
同
書

一
〇
六
頁
。
従
っ
て
、
本
論
文
で
は
、
現
在
の
歴
史
学
に

お
け
る
政
治
史
的
時
代
区
分
に
従
っ
て
、
室
町
時
代
と
安
土
桃
山
時
代
を
別
の
時
代
と
し
、
研
究
史
的
区
分
と
し
て
は
、
第

一
期
を

「安
土
桃
山
時

代
ま
で
」
と
名
づ
け
る
こ
と
に
す
る
。

仙
覚

（健
仁
三
年

〈
一
二
〇
三
〉―
歿
年
未
詳
）

『萬
葉
集
註
澤
』
文
永
六
年

（
一
二
六
九
）。

『萬
葉
集
叢
書
第
八
輯
　
仙
覺
全
集
』

一
三
頁
。
大
正

一
五
年
　
古
今
書
院

同
書

一
四
頁

仙
覚

「今
御
製
歌
意
者
、
天
皇
野
遊
之
時
、
叡
覧
為
体
也
。
籠
モ
ヨ
キ
籠
モ
チ
、
布
久
思
モ
ヨ
キ
フ
ク
シ
モ
チ
テ
、
此
岡

二
菜
採
女
子
。
家
ヲ
キ
カ

シ
メ
、
名
ヲ
ツ
ケ
ヨ
。
倭
国
者
皆
是
吾
ミ
シ
マ
所
也
。
吾
コ
ソ
ハ
背

ニ
ハ
、
家
ヲ
モ
名
ヲ
モ
告
メ
ト
、
令
′詠
給
御
製
也
。
彼
賤
女
ｔ凱
ャタ
ル故
二有

二此

御
製
・欺
。」
（『仙
覚
全
集
』

一
三
―

一
四
頁
）

「萬
葉
抄
上
」

（『萬
葉
學
叢
刊
中
世
篇
』

昭
和
三
年
　
古
今
書
院
）。

「御
製
の
心
は
、
天
皇
野
遊
の
時
叡
覧
の
体
也
。
籠
も
よ
き
籠
を
も
ち
、
ふ

く
し
も
よ
き
ふ
く
し
を
も
ち
て
、
此
岡
に
菜
つ
む
女
、
家
を
き
か
し
め
、
名
を
つ
け
よ
、　
日
本
国
は
皆
是
吾
じ
め
給
所
也
。　
わ
れ
こ
そ
は
せ
な
に
は

家
を
も
名
を
も
つ
け
め
と
詠
給
也
。
彼
女
艶
女
の
故
如
此
あ
そ
は
す
也
。」

（
一
九
五
頁
）

昭
和

一
七
年
　
靖
文
社

同
書
。
一
五

一
―
二
五
二
頁

『敬
語
史
論
考
』

一
〇
五
頁

『吉
利
支
丹
語
学
の
研
究
』
二
五
八
―
二
五
九
頁

二
五
九
―
二
六
〇
頁

以
下
、
訳
文
は
、
土
井
忠
生
訳

『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』
（昭
和
三
〇
年
　
一二
省
堂
）
に
よ
る
。
頁
数
も
同
じ
。

五
九
八
頁

五
九
九
頁

『吉
利
支
丹
語
学
の
研
究
』
二
八
九
頁

大
塚
高
信
訳

『
コ
リ
ャ
ー
ド
日
本
文
典
』
（昭
和
三
二
年
　
風
間
董
房
）
九
六
貞
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注
①
の
九
六
頁
脚
注

北
村
季
吟

（
一
六
二
四
―

一
七
〇
五
）。

『萬
葉
拾
穂
抄
』
は
、
新
典
社
影
印
本

（昭
和
五

一
年
）
に
よ
る
。

下
河
辺
長
流

（
一
六
二
四
―

一
六
八
六
）。

『萬
葉
集
管
見
』
は

「万
葉
集
叢
書
第
六
輯
」
（大
正

一
四
年
　
古
今
書
院
）
に
よ
る
。

契
沖

（
一
六
四
〇
―

一
七
〇

一
）。

『萬
葉
代
匠
記
』
は
、
『契
沖
全
集
』
（久
松
潜

一
監
修
、
築
島
裕
他
編
　
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

第

一
巻
二
六
九
頁

第
三
巻
二
四
三
頁

荷
田
春
満

（
一
六
六
九
―

一
七
三
六
）。

『萬
葉
集
僻
案
抄
』
は
、
「萬
葉
集
叢
書
第
二
輯
」
（大
正

一
二
年
　
古
今
書
院
）
に
よ
る
。

五
頁

賀
茂
真
淵

（
一
六
九
七
―

一
七
六
九
）。

「萬
葉
考
」
は
、
『賀
茂
真
淵
全
集
』
（昭
和
五
二
年
　
続
群
書
類
従
完
成
会
）
第

一
巻
所
収
に
よ
る
。

三
〇
頁

本
居
宣
長

（
一
七
三
〇
―

一
八
〇

一
）。
宣
長
の
著
作
は
、
『本
居
宣
長
全
集
』
（筑
摩
書
房
）
に
よ
る
。

全
集
第
六
巻

（昭
和
四
五
年
）

一
三
頁

全
集
第
九
巻

（昭
和
四
三
年
）
三
九
九
頁

全
集
第
七
巻

（詢
和
四
六
年
）
二
〇

一
頁

橘
千
蔭

（
一
七
三
五
―

一
八
〇
八
）。

『萬
葉
集
略
解
』
は
大
正
元
年
、
博
文
館
刊
に
よ
る
。

橘
守
部

（
一
七
八
一
―

一
八
四
九
）。

『萬
葉
集
桧
嬬
手
』
は
、
「萬
葉
集
叢
書
第
三
輯
」
（大
正

一
二
年
　
古
今
書
院
）
に
よ
る
。

岸
本
由
豆
流

（
一
七
八
九
―

一
八
四
六
）。

『萬
葉
集
致
證
』
は
、
「萬
葉
集
叢
書
第
五
輯
」
（大
正

一
五
年
　
古
今
書
院
）
に
よ
る
。

八
六
頁

鹿
持
雅
澄

（
一
七
九

一
―

一
八
五

一
）。

『萬
葉
集
古
義
』
は
、
明
治
三

一
年
、
国
書
刊
行
会
刊
に
よ
る
。

一
巻
之
上
。
第

一
巻

一
九
―
三
二
頁

富
士
谷
御
杖

（
一
七
六
八
―

一
八
二
三
）。

『萬
葉
集
燈
』
は
、
「萬
葉
集
叢
書
第

一
輯
」
（大
正

一
一
年
　
古
今
書
院
）
に
よ
る
。

『古
事
記
燈
』
は
、
『富
士
谷
御
杖
集
第

一
巻
』
（昭
和

一
一
年
　
国
民
精
神
文
化
研
究
所
）
に
よ
る
。

八
頁

二
四
頁
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三
三
頁

三
六
頁

富
士
谷
御
杖
集
第

一
巻
三
九
二
頁

『名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
Ｘ
　
文
学
４
』
昭
和
三
〇
年
三
月

『敬
語
史
論
考
』

一
〇
八
頁

国
語
と
国
文
学
　
第
七
巻
第
五
号

七
十

一
（
一
月
十
五
日
刊
）
、
七
十
二

（二
月

一
日
刊
）。

七
十

一
の
三
三
―
三
五
頁

七
十

一
の
五
六
頁

七
十
二
の
六
二
頁

山
田
孝
雄

『敬
語
法
の
研
究
』

六
年
三
月
）

『講
座
国
語
史
５
　
敬
語
史
』

七
十
二
の
六
六
―
六
七
頁

大
正

一
五
年
増
訂
　
明
治
書
院

六
九
七
―
六
九
八
頁

六
九
八
頁

六
九
九
―
七
〇
〇
頁

注
０
論
文

六
九
〇
頁

一訂
正
版
　
昭
和
六
年
　
宝
文
館
。
訂
正
五
版
　
昭
和

一
八
年
に
よ
る
。

一
―
二
頁

三
頁

四
―
五
頁

（大
正

一
三
年
　
宝
文
館
）
、　
石
坂
正
蔵

「敬
語
的
人
称
の
概
念
」
（法
文
論
叢

２

〈熊
本
大
学
法
文
学
部
〉
昭
和
三

（昭
和
四
六
年
大
修
館
）、

『岩
波
講
座
日
本
語
４
　
敬
語
』
（昭
和
五
二
年
　
山石
波
書
店
）。

以
下
の
考
察
、
引
用
は
、
増
一訂
版
に
よ
る
。
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四
〇
六
―
四
〇
七
頁

一
八
一
一―

一
八
三
頁

大
正

一
三
年
刊
　
内
外
書
房

三

一
八
頁

昭
和
二
年
　
一只
文
社
出
版

一
一
七
―

一
一
九
頁

三
二
〇
―
三
二

一
頁
　
昭
和
六
年
三
月
訂
正
再
版

（文
学
社
）
に
よ
る
。
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